
なまえ ひづけ がつ にち

1 うすい ローマ字を なぞって、右に もう一ど 書こう。

あ

a
い

i
う

u
え

e
お

o
か

ka
き

ki
く

ku
け

ke
こ

ko
さ

sa
し

si
す

su
せ

se
そ

so

2 ローマ字を 読んで、ひらがなで 書こう。

1 asa 2 kasa 3 isu

4 susi 5 aki 6 koi

3 ひらがなを ローマ字で 書こう。

1 うし 2 せき

3 おかし 4 すいか

できたら
はなまる ローマ字 ・ つぎは 「た行・な行・は行」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-01

あ行・か行・さ行
やさしい ★☆☆ ・ ローマ字を 読む・書く

ロ
ローマ字

なぞってから
書いてみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 うすい ローマ字を なぞって、右に もう一ど 書こう。

た

ta
ち

ti
つ

tu
て

te
と

to
な

na
に

ni
ぬ

nu
ね

ne
の

no
は

ha
ひ

hi
ふ

hu
へ

he
ほ

ho

2 ローマ字を 読んで、ひらがなで 書こう。

1 tako 2 nasu 3 neko

4 hana 5 hune 6 hito

3 ひらがなを ローマ字で 書こう。

1 いぬ 2 たぬき

3 ほし 4 つくえ

できたら
はなまる ローマ字 ・ つぎは 「ま行〜わ行と ん」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-02

た行・な行・は行
やさしい ★☆☆ ・ ローマ字を 読む・書く

ロ
ローマ字

なぞってから
書いてみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 うすい ローマ字を なぞって、右に もう一ど 書こう。

ま

ma
み

mi
む

mu
め

me
も

mo
や

ya
ゆ

yu
よ

yo
ら

ra
り

ri
る

ru
れ

re
ろ

ro
わ

wa
ん

n

2 ローマ字を 読んで、ひらがなで 書こう。

1 umi 2 yuki 3 saru

4 wani 5 mikan 6 yoru

3 ひらがなを ローマ字で 書こう。

1 くるま 2 やま

3 れもん 4 さくら

できたら
はなまる ローマ字 ・ つぎは 「ローマ字の ことばを 読もう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-03

ま行〜わ行と ん
やさしい ★☆☆ ・ ローマ字を 読む・書く

ロ
ローマ字

なぞってから
書いてみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 ローマ字を 読んで、ひらがなで 書こう。

1 asahi 2 suika

3 sakana 4 hotaru

5 nimotu 6 kamome

7 hukuro 8 mikan

9 kitune 10 kusuri

ヒント

ローマ字は 1音ずつ 区切って 読もう。a・i・u・e・o は 1

字で 1音、ka・sa のように 2字で 1音の ものも あるよ。n

だけで「ん」に なるよ。

できたら
はなまる ローマ字 ・ つぎは 「ローマ字で ことばを 書こう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-04

ローマ字の ことばを 読もう
ふつう ★★☆ ・ ローマ字を 読む

ロ
ローマ字

声に 出して
読んでみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 ひらがなを ローマ字で 書こう。

1 さくら 2 ひまわり

3 からす 4 たいこ

5 あたま 6 ちくわ

7 せなか 8 はさみ

ヒント

ことばを 1音ずつに 分けて、それぞれの 音を ローマ字に

しよう。「さ・く・ら」なら 3つだよ。

できたら
はなまる ローマ字 ・ つぎは 「にごる音と 半だく音」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-05

ローマ字で ことばを 書こう
ふつう ★★☆ ・ ローマ字で 書く

ロ
ローマ字

1音ずつ
書いてみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 うすい ローマ字を なぞって、右に もう一ど 書こう。

が

ga
ぎ

gi
ぐ

gu
げ

ge
ご

go
ざ

za
じ

zi
ず

zu
ぜ

ze
ぞ

zo
だ

da
ぢ

zi
づ

zu
で

de
ど

do
ば

ba
び

bi
ぶ

bu
べ

be
ぼ

bo
ぱ

pa
ぴ

pi
ぷ

pu
ぺ

pe
ぽ

po

2 ローマ字を 読んで、ひらがなで 書こう。

1 kagi 2 buta 3 kaze

4 denwa 5 enpitu 6 panda

できたら
はなまる ローマ字 ・ つぎは 「小さい ゃゅょの 音」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-06

にごる音と 半だく音
ふつう ★★☆ ・ にごる音の ローマ字

ロ
ローマ字

g・z・d・b・p
に 気を つけよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 うすい ローマ字を なぞって、右に もう一ど 書こう。

きゃ

kya
きゅ

kyu
きょ

kyo
しゃ

sya
しゅ

syu
しょ

syo

ちゃ

tya
ちゅ

tyu
ちょ

tyo
じゃ

zya
じゅ

zyu
じょ

zyo

2 ローマ字を 読んで、ひらがなで 書こう。

1 isya 2 omotya

3 hyaku 4 kingyo

3 ひらがなを ローマ字で 書こう。

1 しゃしん 2 じしゃく

3 ちゃわん 4 こんにゃく

できたら
はなまる ローマ字 ・ つぎは 「のばす音の 書き方」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-07

小さい ゃゅょの 音
ふつう ★★☆ ・ 小さい ゃゅょ

ロ
ローマ字

y が 入るよ



なまえ ひづけ がつ にち

のばす音は、のばす 字の 上に「^」を つけるよ。　おかあさん →

okâsan　ひこうき → hikôki

1 正しい ローマ字を えらぼう。

1 おにいさん

ア onisan イ oniisan
ウ onîsan

2 くうき

ア kuki イ kûki
ウ kuuki

3 おねえさん

ア onêsan イ onesan
ウ oneesan

4 ぼうし

ア bôsi イ bousi
ウ bosi

2 ひらがなや カタカナを ローマ字で 書こう。

1 おとうさん 2 こおり

3 ノート 4 ケーキ

できたら
はなまる ローマ字 ・ つぎは 「つまる音と はねる音」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-08

のばす音の 書き方
ふつう ★★☆ ・ のばす音を 書く

ロ
ローマ字

^ を わすれずに



なまえ ひづけ がつ にち

小さい「っ」は、次の 字を 2つ 重ねる。　きって → kitte
「ん」の 次に a・i・u・e・o・y が 来る ときは「'」を 入れる。　ほ

んや → hon'ya

1 正しい ローマ字を えらぼう。

1 ざっし

ア zassi イ zatsi
ウ zasi

2 きんえん

ア kinnen イ kin'en
ウ kinen

3 てんいん

ア ten'in イ tenin
ウ tennin

4 にっき

ア nitki イ nikki
ウ niki

2 ひらがなを ローマ字で 書こう。

1 らっぱ 2 せっけん

3 でんわ 4 こんや

できたら
はなまる ローマ字 ・ つぎは 「ヘボン式の 書き方」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-09

つまる音と はねる音
むずかしい ★★★ ・ っ と ん の 書き方

ロ
ローマ字

字を 重ねるよ



なまえ ひづけ がつ にち

駅や 地図では、ヘボン式という 書き方も 使われるよ。　し si → shi　
ち ti → chi　つ tu → tsu　ふ hu → fu　じ zi → ji

1 ヘボン式の うすい ローマ字を なぞって、右に もう一ど 書こ

う。

し

shi
ち

chi
つ

tsu
ふ

fu
じ

ji
しゃ

sha

しゅ

shu
しょ

sho
ちゃ

cha
ちゅ

chu
ちょ

cho
じゃ

ja

2 ヘボン式の ローマ字を 読んで、ひらがなで 書こう。

1 sushi 2 tsuki 3 fuji

4 chizu 5 shika 6 jishaku

できたら
はなまる ローマ字 ・ つぎは 「名前や 地名は 大文字から」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-10

ヘボン式の 書き方
ふつう ★★☆ ・ ヘボン式を 読む

ロ
ローマ字

駅の 名前でも
見かけるよ



なまえ ひづけ がつ にち

人の 名前や 地名は、はじめの 字を 大文字で 書くよ。　なら → Nara　

たなか ゆい → Tanaka Yui

1 正しい 書き方を えらぼう。

1 やまだ（名字）

ア Yamada イ yaMada
ウ yamada

2 さが（地名）

ア SAga イ saga
ウ Saga

3 あきこ（名前）

ア Akiko イ akiko
ウ akikO

2 名前や 地名を、ローマ字で 書こう。

1 やまもと けんた 2 もり はるか

3 あきた 4 ながの

5 おかやま 6 かながわ

できたら
はなまる ローマ字 ・ つぎは 「ローマ字 まとめ」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-11

名前や 地名は 大文字から
むずかしい ★★★ ・ 大文字で 書く

ロ
ローマ字

はじめの 字は
大きく



なまえ ひづけ がつ にち

1 ローマ字を 読んで、ひらがなや カタカナで 書こう。

1 kitte 2 densya 3 hon'ya

4 gakkô 5 kêki 6 zô

2 ひらがなを、訓令式の ローマ字で 書こう。
くんれいしき

1 ちゃわん 2 ざっし

3 ひこうき 4 きんぎょ

5 カンガルー 6 おにいさん

ヒント

のばす音は「^」、小さい「っ」は 字を 重ねる、「ん」の 次

が a・i・u・e・o・y なら「'」。

できたら
はなまる ローマ字 ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-12

ローマ字 まとめ
むずかしい ★★★ ・ ローマ字の まとめ

ロ
ローマ字

ここまでの
力を ためそう



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

11
画

音

ア
ク
・
オ

訓く
ん

わ
る
（
い
）

6
画

音

ア
ン

訓く
ん

や
す
（
い
）

13
画

音

ア
ン

訓く
ん

く
ら
（
い
）

7
画

音

イ

8
画

音

イ

訓く
ん

ゆ
だ
（
ね
る
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

悪
い 

こ
と
は 

し
な
い
。

2

こ
の 

ノ
ー
ト
は 

安
い
。

3

外
が 

暗
く 

な
っ
た
。

4

医
学
の 

本
を 

読
む
。

5

ク
ラ
ス
の 

委
員
に 

な
る
。

い
ん

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 2（意〜飲）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-13

漢字 1（悪〜委）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3
4

5 6

7
8 9 10

11

1
2

3
4

5 6

7
8 9 10

11

1

2 3
4 5

6

1

2 3
4 5

6

1
2

3
4

5
6

7 8

9
10

11
12

13

1
2

3
4

5
6

7 8

9
10

11
12

13

1

2 3

4

5
6

7
1

2 3

4

5
6

7

1

2 3
4 5

6 7

8

1

2 3
4 5

6 7

8



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

13
画

音

イ

8
画

音

イ
ク

訓く
ん

そ
だ
（
つ
）・
そ
だ
（
て
る
）

10
画

音

イ
ン

10
画

音

イ
ン

12
画

音

イ
ン

訓く
ん

の
（
む
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

じ
ぶ
ん
の 

意
見
を 

言
う
。

2

ト
マ
ト
を 

育
て
る
。

3

店
員
さ
ん
に 

聞
く
。

4

け
が
を 

し
て 

入

院
す
る
。

5

水
を 

飲
む
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 3（運〜横）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-14

漢字 2（意〜飲）
むずかしい ★★★ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1

2
3 4

5

6
7

8
9

10 11 12 13

1

2
3 4

5
6

7
8

9

10 11 12 13

1

2 3 4

5
6

7
8

1

2 3 4

5
6

7
8

1
2

3
4

5
6

7
8

9 10

1
2

3
4

5
6

7
8

9 10

1
2

3

4
5 6
7

8
9 10

1
2

3

4
5 6
7

8
9 10

1 2
3

4
5

6
7

8

9
10

11 12

1 2
3

4
5

6
7

8

9
10

11 12



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

12
画

音

ウ
ン

訓く
ん

は
こ
（
ぶ
）

8
画

音

エ
イ

訓く
ん

お
よ
（
ぐ
）

14
画

音

エ
キ

5
画

音

オ
ウ

15
画

音

オ
ウ

訓く
ん

よ
こ

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

つ
く
え
を 

運
ぶ
。

2

海
で 

泳
ぐ
。

3

駅
ま
で 

歩
く
。

4

校
て
い
の 

中
央
に 

立
つ
。

5

家
の 

横
に 

木
が 

あ
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 4（屋〜界）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-15

漢字 3（運〜横）
むずかしい ★★★ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1 2
3

4
5

6
7

8
910

11
12

1 2
3

4
5

6
7

8
910

11
12

1
2

3

4
5

6

7
8

1
2

3

4
5

6

7
8

1
2

34
5

6
7 8 9 10

11
12

13

14

1
2

34
5

6
7 8 9 10

11
12

13

14

1
2

3

4

5

1
2

3

4

5

1
2

3 4
5

6 7

8
9

10

111213
14 15

1
2

3 4
5

6 7

8
9

10

11121314 15



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

9
画

音

オ
ク

訓く
ん

や

12
画

音

オ
ン

訓く
ん

あ
た
た
（
か
）・
あ
た
た
（
か
い
）

4
画

音

カ
・
ケ

訓く
ん

ば
（
け
る
）・
ば
（
か
す
）

10
画

音

カ

訓く
ん

に

9
画

音

カ
イ

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

本
屋
さ
ん
に 

行
く
。

2

温
か
い 

ス
ー
プ
を 

飲
む
。

3

化
石
を 

見
つ
け
る
。

4

荷
も
つ
を 

運
ぶ
。

5

世

界
の 

国
。

せ

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 5（開〜漢）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-16

漢字 4（屋〜界）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
23

4
5 6

7 8

9
1

23
4

5 6

7 8

9

1
2

3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9 10
11

12

1
2

3

4

1
2

3

4

1
2 3

4
5

6
7

8
9

10

1
2 3

4
5

6
7

8
9

10

1
2

34
5

6 7

8 9

1
2

34
5

6 7

8 9



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

12
画

音

カ
イ

訓く
ん

ひ
ら
（
く
）・
あ
（
け
る
）

12
画

音

カ
イ

12
画

音

カ
ン

訓く
ん

さ
む
（
い
）

13
画

音

カ
ン

13
画

音

カ
ン

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

ま
ど
を 

開
け
る
。

2

二
階
の 

へ
や
。

3

冬
の 

朝
は 

寒
い
。

4

春
の 

風
を 

感
じ
る
。

5

漢
字
を 

書
く
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 6（館〜客）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-17

漢字 5（開〜漢）
むずかしい ★★★ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10
11
12

1
2

3 4
5 67

8
9

10
11

12

1
2

3 4
5 67

8
9

10 11
12

1

2 3
4 5 6

7
8

9

1011
12

1

2 3
4 5 6

7
8

9

1011
12

1
2

3
4

5
6

7

8
9

10 11
12 13

1
2

3
4

5
6

7

8
9

10 11
12 13

1
2

3

4
5 6

7
8

9
10 11

12

13

1
2

3

4 5

6

7
8

9
10 11

12
13



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

16
画

音

カ
ン

訓く
ん

や
か
た

8
画

音

ガ
ン

訓く
ん

き
し

10
画

音

キ

訓く
ん

お
（
き
る
）・
お
（
こ
す
）

12
画

音

キ
・
ゴ

9
画

音

キ
ャ
ク
・
カ
ク

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

図
書
館
で 

本
を 

か
り
る
。

2

船
が 

岸
に 

つ
く
。

3

朝 

早
く 

起
き
る
。

4

二
学
期
が 

は
じ
ま
る
。

5

お
客
さ
ん
が 

来
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 7（究〜球）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-18

漢字 6（館〜客）
むずかしい ★★★ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1 2
3

4
5

6
7

8

9
10 11

12
13

14
15

16

1 2
3

4
5

6
7

8
9
10 11

12
13

14 15
16

12 3

4
5 6

7 8
12 3

4
5 6

7 8

1
2

3

4 5

6
7

8
910

1
2

3 4 56
7

8
910

1
2 3

4
5

6
7 8

9
10

11
12

1
2 3

4
5

6
7 8

9
10

11
12

1

2 3
4 5

6
7

8
9

1

2 3
4 5

6
7

8
9



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

7
画

音

キ
ュ
ウ

訓く
ん

き
わ
（
め
る
）

9
画

音

キ
ュ
ウ

訓く
ん

い
そ
（
ぐ
）

9
画

音

キ
ュ
ウ

10
画

音

キ
ュ
ウ
・
グ
ウ
・
ク

訓く
ん

み
や

11
画

音

キ
ュ
ウ

訓く
ん

た
ま

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

虫
の 

研

究
を 

す
る
。

け
ん

2

駅
へ 

急
ぐ
。

3

学
級
で 

話
し
合
う
。

4

お
宮
に 

お
ま
い
り
す
る
。

5

公
園
で 

野
球
を 

す
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 8（去〜局）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-19

漢字 7（究〜球）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1

2 3
4 5

6

7

1

2 3
4 5

6
7

1 2
3

4
5

6 7 8 9

1 2
3

4
5

6 7 8 9

1
2

3

4
5

6
7

8
9

1 2
3

45 6
7

8
9

1

2 3
4

5
6

7

8
9

10
1

2 3
4

5
6

7

8
9

10

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

5
画

音

キ
ョ
・
コ

訓く
ん

さ
（
る
）

16
画

音

キ
ョ
ウ

訓く
ん

は
し

13
画

音

ギ
ョ
ウ
・
ゴ
ウ

訓く
ん

わ
ざ

6
画

音

キ
ョ
ク

訓く
ん

ま
（
が
る
）・
ま
（
げ
る
）

7
画

音

キ
ョ
ク

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

去
年
の 

夏
。

2

橋
を 

わ
た
る
。

3

み
ん
な
で 

作
業
を 

す
る
。

4

か
ど
を 

右
に 

曲
が
る
。

5

ゆ
う
び
ん
局
に 

行
く
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 9（銀〜君）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-20

漢字 8（去〜局）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1

2

3

4 5

1

2

3

4 5

1
2

3 4

5

6 7

8

9
1011

12
13

14
15 16

1
2

3 4

5

6 7

8

9
1011

12
13

14
15 16

1 2

3 4

5

6 7

8
9

10

11
12

13

1 2

3 4

5 6 7

8
9

10

11
12

13

1
2

3 4

5
6

1
2

3 4

5
6

1
23

4
5

6
7

1
23

4
5

6
7



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

14
画

音

ギ
ン

4
画

音

ク

8
画

音

ク

訓く
ん

く
る
（
し
い
）・
に
が
（
い
）

8
画

音

グ

7
画

音

ク
ン

訓く
ん

き
み

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

銀
色
の 

星
。

2

こ
の 

地
区
の 

地
図
。

3

苦
い 

く
す
り
を 

飲
む
。

4

道
具
を 

体
育
館
に 

運
ぶ
。

5

君
の 

名
前
を 

教
え
て
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 10（係〜研）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-21

漢字 9（銀〜君）
やさしい ★☆☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1 2
3

4
5

6 7

8

9
10

11
12

1314

1 2
3

4
5

6 7

8

9
10 11
12

1314

1

2

3
4

1

2

3
4

1
2 3

4

5

6
7

8

1
2 3

4

5

6
7

8

1
2

3
4

5

6

7 8

1
2

3
4

5

6 7 8

1
2

3

4
5

6
7

1
2

3

4
5

6
7



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

9
画

音

ケ
イ

訓く
ん

か
か
（
る
）・
か
か
り

12
画

音

ケ
イ

訓く
ん

か
る
（
い
）・
か
ろ
（
や
か
）

6
画

音

ケ
ツ

訓く
ん

ち

7
画

音

ケ
ツ

訓く
ん

き
（
め
る
）・
き
（
ま
る
）

9
画

音

ケ
ン

訓く
ん

と
（
ぐ
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

生
き
も
の
の 

係
に 

な
る
。

2

こ
の 

荷
も
つ
は 

軽
い
。

3

ひ
ざ
か
ら 

血
が 

出
た
。

4

当
番
を 

決
め
る
。

5

生
き
も
の
の 

研
究
を 

す

る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 11（県〜幸）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-22

漢字 10（係〜研）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3

4 5
6

78 9

1
2

3

4 5
6

78 9

1
2

3
4

5

6
7

8
9

10

11

12

1
2

3
4

5
6

7

8
9

10

11

12

1

2

3
4 5

6

1

2

3
4 5

6

1
2

3

4
5

6

7

1
2

3

4
5

6

7

1
2

3
4

5

6
7

8 9

1
2

3
4

5
6

7
8 9



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

9
画

音

ケ
ン

10
画

音

コ
・
ク

12
画

音

コ

訓く
ん

み
ず
う
み

6
画

音

コ
ウ

訓く
ん

む
（
く
）・
む
（
か
う
）

8
画

音

コ
ウ

訓く
ん

さ
い
わ
（
い
）・
し
あ
わ
（
せ
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

と
な
り
の 

県
へ 

行
く
。

2

車
を 

車
庫
に 

入
れ
る
。

3

大
き
な 

湖
で 

船
に 

の
る
。

4

前
を 

向
く
。

5

幸
せ
な 

気
分
に 

な
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 12（港〜皿）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-23

漢字 11（県〜幸）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3
4

5

6

78 9

1
2

3
4

5

6

78 9

1
2

3 4
5

6
7

8

9

10
1

2
3 4

5
6

7
8

9

10

1
2

3

4
5

6
7

8

9
10

11
12

1
2

3

4
5

6
7

8

9
10

11
12

1

2
3

4
5

6
1

2
3

4
5

6

1

2

3

4 5

6
7

8

1

2

3

4 5

6
7 8



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

12
画

音

コ
ウ

訓く
ん

み
な
と

5
画

音

ゴ
ウ

10
画

音

コ
ン

訓く
ん

ね

11
画

音

サ
イ

訓く
ん

ま
つ
（
る
）・
ま
つ
（
り
）

5
画

訓く
ん

さ
ら

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

港
に 

船
が 

つ
く
。

2

で
ん
わ
番
号
を 

書
く
。

3

木
の 

根
が 

広
が
る
。

4

夏
祭
り
に 

行
く
。

5

皿
を 

あ
ら
う
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 13（仕〜指）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-24

漢字 12（港〜皿）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3

4
5 6

7
8 910

1112

1
2

3

4
5 6

7
8 9101112

1
2

3

4 5
1

2
3

4 5

1
2

3 4
5

6
7

8

910

1
2

3 4
5

6
7

8

910

1 2
3
4

5
6

7

8

910

11

1 2
34

5
6

7

8 910

11

1
2

3 4

5
1

2
3 4

5



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

5
画

音

シ
・
ジ

訓く
ん

つ
か
（
え
る
）

6
画

音

シ

訓く
ん

し
（
ぬ
）

8
画

音

シ

訓く
ん

つ
か
（
う
）

8
画

音

シ

訓く
ん

は
じ
（
め
る
）・
は
じ
（
ま
る
）

9
画

音

シ

訓く
ん

ゆ
び
・
さ
（
す
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

母
の 

仕

事
。

ご
と

2

死
ん
だ 

ふ
り
を 

す
る
。

3

は
さ
み
を 

使
う
。

4

じ
ゅ
ぎ
ょ
う
が 

始
ま
る
。

5

指
で 

数
え
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 14（歯〜持）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-25

漢字 13（仕〜指）
やさしい ★☆☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3

4

5
1

2
3

4

5

1
2 3

4

5

6

1
2 3

4

5

6

1
2

3
4

5
6

7

8
1

2

3
4

5
6

7
8

1

2

3

4

5

6
7

8

1

2

3

4

5

6
7

8

1
2

3

45
6

7
8

9

1
2

3

45
6

7
8

9



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

12
画

音

シ

訓く
ん

は

13
画

音

シ

6
画

音

ジ
・
シ

訓く
ん

つ
（
ぐ
）・
つ
ぎ

8
画

音

ジ
・
ズ

訓く
ん

こ
と

9
画

音

ジ

訓く
ん

も
（
つ
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

ね
る 

前
に 

歯
を 

み
が
く
。

2

詩
を 

声
に 

出
し
て 

読
む
。

3

次
の 

日
は 

晴
れ
た
。

4

大
事
な 

本
。

5

か
ば
ん
を 

持
つ
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 15（式〜主）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-26

漢字 14（歯〜持）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
23

4

5 6

7
8

9 10

11

12

1
23

4 5 6

7
8

9 10

11

12

1
2

3
4

5
6

7

8
9

10
11

12

13

1
2

3
4

5
6

7

8
9

10
11

12

13

1
2

3
4

5 6

1
2

3
4

5 6

1
2

3
4

5
6

7

8

1
2

3
4

5
6

7

8

1
2

3

4
5

6
7 8

9

1
2

3

4
5

6
7 8

9



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

6
画

音

シ
キ

8
画

音

ジ
ツ

訓く
ん

み
・
み
の
（
る
）

5
画

音

シ
ャ

訓く
ん

う
つ
（
す
）・
う
つ
（
る
）

8
画

音

シ
ャ

訓く
ん

も
の

5
画

音

シ
ュ
・
ス

訓く
ん

ぬ
し
・
お
も

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

入
学
式
に 

出
る
。

2

木
の 

実
を 

ひ
ろ
う
。

3

黒
ば
ん
の 

字
を 

写
す
。

4

医
者
に 

み
て 

も
ら
う
。

5

お
話
の 

主
人
公
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 16（守〜州）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-27

漢字 15（式〜主）
やさしい ★☆☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2
3

4

5 6

1
2 3

4

5 6

1

2
3

4
5

6

7
8

1

2 3
4

5
6

7
8

1 2

34

5
1 2

34

5

1
2

3

4

5

6
7

8

1
2

3

4

5
6

7
8

1
2

3

4
5

1
2 3

4
5



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

6
画

音

シ
ュ
・
ス

訓く
ん

ま
も
（
る
）・
も
（
り
）

8
画

音

シ
ュ

訓く
ん

と
（
る
）

10
画

音

シ
ュ

訓く
ん

さ
け
・
さ
か

8
画

音

ジ
ュ

訓く
ん

う
（
け
る
）・
う
（
か
る
）

6
画

音

シ
ュ
ウ

訓く
ん

す

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

や
く
そ
く
を 

守
る
。

2

た
な
の 

本
を 

取
る
。

3

お
と
な
は 

お
酒
を 

飲
む
。

4

ボ
ー
ル
を 

受
け
る
。

5

九
州
へ 

行
く
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 17（拾〜住）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-28

漢字 16（守〜州）
やさしい ★☆☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1

2 3
4

5

6
1

2 3
4

5

6

1
2 3

4

5

6 7
8

1
2 3

4

5

6 7
8

1
2

3

4
5

6
7 8

9
10

1
2

3

4
5

6 7
8

9
10

1

2 3

4

5 6 7
8

1

2 3

4

5 6 7
8

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

9
画

音

シ
ュ
ウ
・
ジ
ュ
ウ

訓く
ん

ひ
ろ
（
う
）

11
画

音

シ
ュ
ウ

訓く
ん

お
（
わ
る
）・
お
（
え
る
）

11
画

音

シ
ュ
ウ

訓く
ん

な
ら
（
う
）

12
画

音

シ
ュ
ウ

訓く
ん

あ
つ
（
ま
る
）・
あ
つ
（
め
る
）

7
画

音

ジ
ュ
ウ

訓く
ん

す
（
む
）・
す
（
ま
う
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

ご
み
を 

拾
う
。

2

話
が 

終
わ
る
。

3

ピ
ア
ノ
を 

習
う
。

4

ど
ん
ぐ
り
を 

集
め
る
。

5

こ
の 

町
に 

住
む
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 18（重〜助）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-29

漢字 17（拾〜住）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3

4 5
6

7
8

9

1
2

3

4 5
6

7
8

9

1 2
3

45

6

7 8
9

10
11

1 2
3

45 6
7 8

9
1011

1
2

3

4
5

67

8
9

10
11

1
2

3

4
5

67

8
9
10 11

1
2

3
4

56
7

8

9

10
11

12

1
2

3
4

56
7

8

9

10
11

12

1
2

3
4

5

6
7

1
2

3
4

5

6
7



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

9
画

音

ジ
ュ
ウ
・
チ
ョ
ウ

訓く
ん

お
も
（
い
）・
か
さ
（
ね
る
）

11
画

音

シ
ュ
ク

訓く
ん

や
ど
・
や
ど
（
る
）

8
画

音

シ
ョ

訓く
ん

と
こ
ろ

12
画

音

シ
ョ

訓く
ん

あ
つ
（
い
）

7
画

音

ジ
ョ

訓く
ん

た
す
（
け
る
）・
た
す
（
か
る
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

重
い 

石
を 

持
つ
。

2

宿

題
を 

す
る
。

だ
い

3

台
所
で 

手
を 

あ
ら
う
。

4

夏
は 

暑
い
。

5

友
だ
ち
を 

助
け
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 19（昭〜勝）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-30

漢字 18（重〜助）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1

2
3

4
5

6
7

8
9

1

2
3

4
5

6
7

8
9

1

2 3
4

5

6

7

8
9

10
11

1

2 3
4

5

6

7

8
9

10
11

1
2

3
4

5

6 7
8

1
2

3
4

5

6 7
8

1
2

3
4

5 6

7

8

9
101112

1
2

3
4

5 6

7

8

9
101112

1
2

3
4

5

6
7

1
2

3
4

5

6
7



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

9
画

音

シ
ョ
ウ

10
画

音

シ
ョ
ウ

訓く
ん

き
（
え
る
）・
け
（
す
）

11
画

音

シ
ョ
ウ

訓く
ん

あ
き
な
（
う
）

11
画

音

シ
ョ
ウ

12
画

音

シ
ョ
ウ

訓く
ん

か
（
つ
）・
ま
さ
（
る
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

昭

和
の 

写
し
ん
。

わ

2

電
気
を 

消
す
。

3

商
店
が
い
を 

歩
く
。

4

文
章
を 

書
く
。

5

つ
な
引
き
で 

勝
つ
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 20（乗〜神）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-31

漢字 19（昭〜勝）
むずかしい ★★★ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3
4

5
6

7
8

9

1
2

3
4

5
6

7
8

9

1
2

3

45 6

7
8

9
10

1
2

3

45 6

7
8

9
10

1

2
3 4

5
6

7 8

9
10

11
1

2
3 4

5
6

7 8
9

10 11

1

2
3 4

5
6

7
8

9

10

11
1

2
3 4

5
6

7
8

9

10

11

1
2

3
4

5 6

7
8

9
10

11
12

1
2

3
4

5 6

7
8

9
10

11
12



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

9
画

音

ジ
ョ
ウ

訓く
ん

の
（
る
）・
の
（
せ
る
）

12
画

音

シ
ョ
ク

訓く
ん

う
（
え
る
）・
う
（
わ
る
）

5
画

音

シ
ン

訓く
ん

も
う
（
す
）

7
画

音

シ
ン

訓く
ん

み

9
画

音

シ
ン
・
ジ
ン

訓く
ん

か
み
・
か
ん

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

電
車
に 

乗
る
。

2

花
の 

な
え
を 

植
え
る
。

3

山
田
と 

申
し
ま
す
。

4

身
長
を 

は
か
る
。

5

神
社
の 

お
祭
り
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 21（真〜整）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-32

漢字 20（乗〜神）
やさしい ★☆☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1

2
3 4 5

6

7
8 9

1

2
3 4 5

6

7
8 9

1
2

3 4
5

6
7

8
9
10 11

12

1
2

3 4
5

6
7

8
910 11

12

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

6

7

1
2

3
4

5

6

7

1
2

3
4

5
6

7
8

9

1
2

3
4

5
6

7
8

9



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

10
画

音

シ
ン

訓く
ん

ま

11
画

音

シ
ン

訓く
ん

ふ
か
（
い
）・
ふ
か
（
め
る
）

11
画

音

シ
ン

訓く
ん

す
す
（
む
）・
す
す
（
め
る
）

5
画

音

セ
イ
・
セ

訓く
ん

よ

16
画

音

セ
イ

訓く
ん

と
と
の
（
え
る
）・
と
と
の
（
う
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

地
図
の 

真
ん
中
。

2

こ
の 

池
は 

深
い
。

3

一
歩 

前
に 

進
む
。

4

世
界
の 

国
を 

し
ら
べ
る
。

5

つ
く
え
の 

上
を 

整
え
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 22（昔〜想）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-33

漢字 21（真〜整）
むずかしい ★★★ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1

2

3
4

5
6

7

8

9 10

1

2
3

4
5

6
7

8 9 10

1
2

3

4
5

6 7
8

9
10

11

1
2

3

4
5

6 7
8 9

10

11

1
2

3
4

56
7

8

9
10

11

1
2

3
4

56
7

8

9
10

11

1

2 3
4

5
1

2 3
4

5

1
2

3
4

5
6 7

8
9 1011

12 13 1415
16

1
2

3
4

5
6 7

8
9 1011

12 13 1415
16



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

8
画

音

セ
キ
・
シ
ャ
ク

訓く
ん

む
か
し

6
画

音

ゼ
ン

訓く
ん

ま
っ
た
（
く
）・
す
べ
（
て
）

9
画

音

ソ
ウ
・
シ
ョ
ウ

訓く
ん

あ
い

9
画

音

ソ
ウ

訓く
ん

お
く
（
る
）

13
画

音

ソ
ウ
・
ソ

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

昔
の 

話
を 

聞
く
。

2

ク
ラ
ス 

全
体
で 

歌
う
。

3

話
し
相
手
に 

な
る
。

4

手
紙
を 

送
る
。

5

本
の 

感
想
を 

書
く
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 23（息〜打）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-34

漢字 22（昔〜想）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2 3

4

5
6

7
8

1
2 3

4

5
6

7
8

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3 4 5
6

7
8

9

1
2

3 4 5
6

7
8

9

1 2

3
4

5
6

7
8

9

1 2

3
4

5
6

7
8

9

1
2

3 4
5

6
7

8
9

10
11 12

13

1
2

3 4
5

6
7

8
9

10
11 12

13



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

10
画

音

ソ
ク

訓く
ん

い
き

10
画

音

ソ
ク

訓く
ん

は
や
（
い
）・
は
や
（
め
る
）

11
画

音

ゾ
ク

5
画

音

タ

訓く
ん

ほ
か

5
画

音

ダ

訓く
ん

う
（
つ
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

大
き
く 

息
を 

す
う
。

2

兄
は 

足
が 

速
い
。

3

家
族
で 

出
か
け
る
。

4

他
人
の 

せ
い
に 

し
な
い
。

5

バ
ッ
ト
で 

ボ
ー
ル
を 

打
つ
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 24（対〜題）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-35

漢字 23（息〜打）
やさしい ★☆☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3
4

5
6

7 8 9 10

1
2

3
4

5
6

7 8 9 10

1
2

3
4

5
6 7

8
9

10

1
2

3
4

5
6 7

8
9

10

1
2

34

5
6

7 8
9

10
11

1
2 34

5
6

7 8
9

10
11

1
2

3

4

5
1

2
3

4
5

1
2

3

4
5

1
2

3

4
5



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

7
画

音

タ
イ
・
ツ
イ

9
画

音

タ
イ

訓く
ん

ま
（
つ
）

5
画

音

ダ
イ
・
タ
イ

訓く
ん

か
（
わ
る
）・
か
（
え
る
）

11
画

音

ダ
イ

18
画

音

ダ
イ

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

「
上
」
の 

反

対
は
「
下
」。

は
ん

2

駅
で 

友
だ
ち
を 

待
つ
。

3

当
番
を 

代
わ
る
。

4

第
一
の 

も
ん
だ
い
。

5

朝
の 

会
の 

話
題
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 25（炭〜注）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-36

漢字 24（対〜題）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1

2

34

5
6

7

1
2

34

5
6

7

1
2

3

4
5

6
7 8

9
1

2
3

4
5

6
7 8

9

1
2

3
4 5

1
2

3
4 5

1 2
3

4 5
6

7
89

10
11

1 2
3

4 5
6

7
89

10
11

1
2

3
4

5

6 78
9

10 11

12
13 14151617 18

1
2

3
4

5 6 78
9

10 1112
13 14151617 18



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

9
画

音

タ
ン

訓く
ん

す
み

12
画

音

タ
ン

訓く
ん

み
じ
か
（
い
）

15
画

音

ダ
ン

12
画

音

チ
ャ
ク
・
ジ
ャ
ク

訓く
ん

き
（
る
）・
つ
（
く
）

8
画

音

チ
ュ
ウ

訓く
ん

そ
そ
（
ぐ
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

炭
で 

肉
を 

や
く
。

2

短
い 

え
ん
ぴ
つ
。

3

先
生
に 

相

談
す
る
。

4

シ
ャ
ツ
を 

着
る
。

5

車
に 

注
意
し
て 

歩
く
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 26（柱〜追）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-37

漢字 25（炭〜注）
むずかしい ★★★ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

12 3

4
5 6 78

9
12 3

4
5 6 78

9

1
2

3

4
5

6
7

8
9

10

11

12
1

2

3

4
5

6
7

8
9

10

11

12

1
2

3
4

5 6
7

8 9

10

11

12

13
14

15

1
2

3
4

5 6
7

8 9

10

11

12

13
14

15

1 2

3 45
6

7
8

9
101112

1 2

3 45
6 7

8
9101112

1
2

3

4
5

6
7

8
1

2
3

4
5

6
7

8



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

9
画

音

チ
ュ
ウ

訓く
ん

は
し
ら

2
画

音

チ
ョ
ウ
・
テ
イ

11
画

音

チ
ョ
ウ

15
画

音

チ
ョ
ウ

訓く
ん

し
ら
（
べ
る
）・
と
と
の
（
う
）

9
画

音

ツ
イ

訓く
ん

お
（
う
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

太
い 

柱
が 

立
つ
。

2

家
は 

三
丁
目
で
す
。

3

手
帳
に 

書
く
。

4

国
語
じ
て
ん
で 

調
べ
る
。

5

ね
こ
を 

追
い
か
け
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 27（定〜転）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-38

漢字 26（柱〜追）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3 4

5
6

7
8

9

1
2

3 4

5
6

7
8

9

1

2

1

2

1
2

3

4
5

6
7

8
9

1011

1
2

3

4
5

6
7

8
9

1011

1
2

3
4

5
6

7

8
9

10
11

12
13

14
15

1
2

3
4

5
6

7

8
9

10
11

12
13

14 15

1
2

3
4

5
6

7
8

9

1
2 3
4

5
6

7
8

9



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

8
画

音

テ
イ
・
ジ
ョ
ウ

訓く
ん

さ
だ
（
め
る
）・
さ
だ
（
ま
る
）

10
画

音

テ
イ

訓く
ん

に
わ

11
画

音

テ
キ

訓く
ん

ふ
え

13
画

音

テ
ツ

11
画

音

テ
ン

訓く
ん

こ
ろ
（
が
る
）・
こ
ろ
（
ぶ
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

あ
し
た
の 

予

定
。

よ

2

庭
で 

あ
そ
ぶ
。

3

笛
を 

ふ
く
。

4

鉄
ぼ
う
に 

つ
か
ま
る
。

5

ボ
ー
ル
が 

転
が
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 28（都〜島）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-39

漢字 27（定〜転）
むずかしい ★★★ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1

2 3
4

5 67
8

1

2 3
4

5 67
8

1

2
3 4

5 6
7

8
9

10

1
2

3 4
5 6

7

8
9

10

1
2

3

4
5

6

7
8

9
10

11
1

2
3

4
5

6

7
8 9

10
11

1 2
3

4
5

6 7

8

9
10

11
12

13

1 2
3

4
5

6 7

8

9
10

11
12

13

1
2

3
4

5
6

7

8
9

10 11

1
2

3
4

5
6

7

8
9

10 11



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

11
画

音

ト
・
ツ

訓く
ん

み
や
こ

9
画

音

ド
・
ト
・
タ
ク

訓く
ん

た
び

7
画

音

ト
ウ

訓く
ん

な
（
げ
る
）

7
画

音

ト
ウ
・
ズ

訓く
ん

ま
め

10
画

音

ト
ウ

訓く
ん

し
ま

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

都
会
の 

大
き
な 

駅
。

2

今
度
の 

日
曜
日
。

3

ボ
ー
ル
を 

投
げ
る
。

4

豆
を 

ま
く
。

5

船
で 

島
に 

わ
た
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 29（湯〜童）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-40

漢字 28（都〜島）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3

4

5

6
7

8

9
10

11

1
2

3

4

5
6

7
8

9
10

11

1

2
3 4 5 6

7
8

9
1

2
3 4 5 6

7
8

9

1
2

3

4
5

6
7

1
2

3

4
5

6
7

1
2

3
4

5 6

7
1

2
3

4
5 6

7

1
2

3
4

5
6

7
89

10
1

2

3
4

5
6

7
89

10



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

12
画

音

ト
ウ

訓く
ん

ゆ

12
画

音

ト
ウ
・
ト

訓く
ん

の
ぼ
（
る
）

12
画

音

ト
ウ

訓く
ん

ひ
と
（
し
い
）

11
画

音

ド
ウ

訓く
ん

う
ご
（
く
）・
う
ご
（
か
す
）

12
画

音

ド
ウ

訓く
ん

わ
ら
べ

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

お
湯
を 

わ
か
す
。

2

山
に 

登
る
。

3

か
け
っ
こ
で 

一
等
に 

な

る
。

4

体
を 

動
か
す
。

5

童
話
を 

読
む
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 30（農〜箱）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-41

漢字 29（湯〜童）
むずかしい ★★★ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3

4
5

6
7

8
9 1011 12

1
2

3

4
5

6
7

8
9 1011 12

1
2

34 5

6
7

8
9

10

11

12
1

2

34 5

6
7

8
9

10

11

12

1 2
3

4 5
6

7

8

9
10

11

12
1 2

3

4 5
6

7

8

9
10

11

12

1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

1

2
3

4 5
6

7
8

9

10
11

1

2
3 4

5

6
7

8
9

10

11
12

1

2
3 4

5
6

7
8

9
10

11
12



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

13
画

音

ノ
ウ

8
画

音

ハ

訓く
ん

な
み

10
画

音

ハ
イ

訓く
ん

く
ば
（
る
）

10
画

音

バ
イ

15
画

訓く
ん

は
こ

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

農
家
の 

人
に 

話
を 

聞
く
。

2

海
の 

波
が 

高
い
。

3

プ
リ
ン
ト
を 

配
る
。

43

の 

二
倍
は 6

。

5

お
も
ち
ゃ
を 

箱
に 

入
れ
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 31（畑〜板）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-42

漢字 30（農〜箱）
むずかしい ★★★ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3 4
5

6
7

8 910
11

1213

1
2

3 4
5

6
7

8 910 11

1213

1
2

3

4
5

6
7

8

1
2

3

4
5

6
7

8

1
2

3 4
5

6
7

8
910

1
2

3 4
5

6
7

8
910

1
2

3
4

5 6

7
8

9
10

1
2

3
4

5 6

7
8

9
10

1
2

3

4
5

6

7
8

9 10
11

12
1314

15

1
2

3

4
5

6

7
8

9 10
11

121314
15



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

9
画

訓く
ん

は
た
・
は
た
け

9
画

音

ハ
ツ
・
ホ
ツ

4
画

音

ハ
ン
・
ホ
ン
・
タ
ン

訓く
ん

そ
（
る
）・
そ
（
ら
す
）

7
画

音

ハ
ン

訓く
ん

さ
か

8
画

音

ハ
ン
・
バ
ン

訓く
ん

い
た

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

畑
で 

野
さ
い
を 

作
る
。

2

バ
ス
が 

出
発
す
る
。

3

そ
の 

考
え
に 

反
対
す
る
。

4

坂
道
を 

上
る
。

5

黒
板
に 

字
を 

書
く
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 32（皮〜筆）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-43

漢字 31（畑〜板）
やさしい ★☆☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1

23
4

5
6

7
8

9

1

23
4

5
6

7
8

9

1
2

3
4

5

6

7

8 9

1
2

3
4

5

6

7

8 9

1
2

3
4

1
2

3
4

1
2

3

4
5

6
7

1
2

3

4
5

6
7

1
2

3 4
5

6
7

8

1
2

3 4
5

6 7
8



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

5
画

音

ヒ

訓く
ん

か
わ

12
画

音

ヒ

訓く
ん

か
な
（
し
い
）・
か
な
（
し
む
）

9
画

音

ビ

訓く
ん

う
つ
く
（
し
い
）

14
画

音

ビ

訓く
ん

は
な

12
画

音

ヒ
ツ

訓く
ん

ふ
で

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

み
か
ん
の 

皮
を 

む
く
。

2

悲
し
い 

お
話
。

3

美
し
い 

花
が 

さ
く
。

4

ぞ
う
の 

鼻
は 

長
い
。

5

筆
で 

字
を 

書
く
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 33（氷〜品）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-44

漢字 32（皮〜筆）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3
4

5
1

2
3

4
5

1

2
3

4

5 6
7

8

9 10
11

12

1

2
3

4

5 6
7

8

9 10
11

12

1 2

3

45
6

7

8

9

1 2

3 45
6

7

8

9

1
2

3
4
5
6

7
8 910 11

12

13

14
1

2
3 4 56

7
8 910 11

12

13

14

1
2

3

4
5

6

7
8

91011

12
1

2
3

4
5

6

7
8

91011

12



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

5
画

音

ヒ
ョ
ウ

訓く
ん

こ
お
り
・
ひ

8
画

音

ヒ
ョ
ウ

訓く
ん

お
も
て
・
あ
ら
わ
（
す
）

9
画

音

ビ
ョ
ウ

10
画

音

ビ
ョ
ウ
・
ヘ
イ

訓く
ん

や
（
む
）・
や
ま
い

9
画

音

ヒ
ン

訓く
ん

し
な

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

氷
が 

と
け
る
。

2

紙
の 

表
に 

名
前
を 

書
く
。

3

十
秒
で 

走
る
。

4

か
ぜ
で 

病
院
に 

行
く
。

5

店
に 

品

物
が 

な
ら
ぶ
。

も
の

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 34（負〜物）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-45

漢字 33（氷〜品）
やさしい ★☆☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1

2
3

4
5

1

2
3

4
5

1

2
3

4

5
6

78

1
2

3
4

5
6

78

1

2

3
4 5

6
7 8

9

1

2

3
4 5

6
7 8

9

1
2

34
5

6
7

8
9

10

1
2

34
5

6
7

8 9
10

1
2

3

4
5

6

7
8

9

1
2

3

4
5

6

7
8

9



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

9
画

音

フ

訓く
ん

ま
（
け
る
）・
お
（
う
）

11
画

音

ブ

8
画

音

フ
ク

13
画

音

フ
ク

8
画

音

ブ
ツ
・
モ
ツ

訓く
ん

も
の

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

じ
ゃ
ん
け
ん
で 

負
け
る
。

2

全
部
で 

十
人
。

3

新
し
い 

服
を 

着
る
。

4

福
は 

内
。

5

動
物
園
に 

行
く
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 35（平〜味）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-46

漢字 34（負〜物）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1 2

3
4

5
6

7
8 9

1 2

3
4

5
6

7
8 9

1
2

3 4

5
6

7
8

9
10

11

1
2

3 4

5
6

7
8

9
10

11

1
2

3
4

5
6

7
8

1
2

3
4

5
6

7
8

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10 1112

13

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10 1112

13

1
2

3

4

5
6

7 8

1
2

3
4

5
6

7 8



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

5
画

音

ヘ
イ
・
ビ
ョ
ウ

訓く
ん

た
い
（
ら
）・
ひ
ら

7
画

音

ヘ
ン

訓く
ん

か
え
（
す
）・
か
え
（
る
）

10
画

音

ベ
ン

8
画

音

ホ
ウ

訓く
ん

は
な
（
す
）・
は
な
（
れ
る
）

8
画

音

ミ

訓く
ん

あ
じ
・
あ
じ
（
わ
う
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

平
ら
な 

道
。

2

図
書
館
に 

本
を 

返
す
。

3

家
で 

勉
強
す
る
。

4

つ
か
ま
え
た 

虫
を 

放
す
。

5

ス
ー
プ
の 

味
を 

み
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 36（命〜薬）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-47

漢字 35（平〜味）
やさしい ★☆☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2 3

4

5

1
2 3

4

5

1
2 3

4

5
6

7

1
2 3

4

5
6

7

1 2

3
4

56
7 8

9
10

1 2

3
4

56
7 8

9
10

1

2

34

5
6

78

1
2

34

5
6

78

1
2

3

4
5

6
7 8

1
2

3

4
5

6
7 8



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

8
画

音

メ
イ
・
ミ
ョ
ウ

訓く
ん

い
の
ち

9
画

音

メ
ン

訓く
ん

お
も
・
お
も
て
・
つ
ら

11
画

音

モ
ン

訓く
ん

と
（
う
）・
と
（
い
）

7
画

音

ヤ
ク
・
エ
キ

16
画

音

ヤ
ク

訓く
ん

く
す
り

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

命
を 

大
切
に 

す
る
。

2

地
面
に 

絵
を 

か
く
。

3

算
数
の 

問
題
を 

と
く
。

4

人
の 

役
に 

立
つ
。

5

か
ぜ
の 

薬
を 

飲
む
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 37（由〜予）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-48

漢字 36（命〜薬）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1 2

3

4
5

6

7
8

1 2
3

4
5

6

7
8

1

2

3
4

5 67
8

9
1 2

3
4

5 67
8

9

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11

1
2

3

4
5

6
7

1
2

3

4
5

6
7

1
2 3

4
5

6
7

8

9
10

11
12

13

14
15

16

1
2 3

4
5 6
7

8

9
10

11
12

13

1415

16



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

5
画

音

ユ
・
ユ
ウ
・
ユ
イ

訓く
ん

よ
し

8
画

音

ユ

訓く
ん

あ
ぶ
ら

6
画

音

ユ
ウ
・
ウ

訓く
ん

あ
（
る
）

12
画

音

ユ
ウ
・
ユ

訓く
ん

あ
そ
（
ぶ
）

4
画

音

ヨ

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

自
由
に 

絵
を 

か
く
。

2

油
で 

天
ぷ
ら
を 

あ
げ
る
。

3

有
名
な 

お
寺
。

4

公
園
で 

遊
ぶ
。

5

夏
休
み
の 

予
定
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 38（羊〜様）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-49

漢字 37（由〜予）
やさしい ★☆☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3
4

5
1

2
3

4
5

1
2

3

4
5

6
7

8

1
2

3

4
5

6
7

8

1

2

3
4

5
6

1

2

3
4

5
6

1
2

34

5
6

7
89

10
11

12

1
2

34

5 6
7

89

10
11

12

1
2

3

4

1
2

3

4



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

6
画

音

ヨ
ウ

訓く
ん

ひ
つ
じ

9
画

音

ヨ
ウ

12
画

音

ヨ
ウ

訓く
ん

は

12
画

音

ヨ
ウ

14
画

音

ヨ
ウ

訓く
ん

さ
ま

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

羊
の 

毛
を 

か
る
。

2

洋

服
を 

着
る
。

3

木
の 

葉
が 

赤
く 

な
る
。

4

太
陽
が 

の
ぼ
る
。

5

お
客
様
が 

来
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 39（落〜緑）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-50

漢字 38（羊〜様）
むずかしい ★★★ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1 2

3
4

5

6
1 2

3
4

5

6

1
2

3

4 5

6
7

8
9

1
2

3

4 5

6
7

8
9

1
2 3

4 5 6
7

8
9

10
11

12

1
2 3

4 5 6
7

8
9

1011

12

1
2

3 4
5

6
7

8
9 1011 12

1
2

3 4
5

6
7

8
9 1011 12

1
2

3 4
5 6

7
8

9
10

1112

13
14

1
2

3 4
5 6

7
8

9
10

1112

13
14



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

12
画

音

ラ
ク

訓く
ん

お
（
ち
る
）・
お
（
と
す
）

10
画

音

リ
ュ
ウ
・
ル

訓く
ん

な
が
（
れ
る
）・
な
が
（
す
）

10
画

音

リ
ョ

訓く
ん

た
び

6
画

音

リ
ョ
ウ

14
画

音

リ
ョ
ク
・
ロ
ク

訓く
ん

み
ど
り

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

木
の
葉
が 

落
ち
る
。

2

川
の 

水
が 

流
れ
る
。

3

家
族
で 

旅
に 

出
る
。

4

両

手
を 

上
げ
る
。

5

緑
の 

葉
っ
ぱ
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 40（礼〜和）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-51

漢字 39（落〜緑）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2 3

4
5

6

7 8
9

10
11

12

1
2 3

4
5

6

7 8
9

10
11

12

1
2

3

4
5

6 7

8 9 10

1
2

3

4
5

6 7

8 9 10

1
2

34

5
6

7
8

9
10

1
2

34

5
6

7
8

9
10

1
2

3

4
5

6

1
2

3

4
5

6

1
2

3
45 6

7
8

9
1011

12

13
14

1
2

3
45 6

7
8

9
1011

12

13
14



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
本
の 

番
号
の 

じ
ゅ
ん
に
、
な
ぞ

っ
て
か
ら 

書
こ
う
。

5
画

音

レ
イ
・
ラ
イ

6
画

音

レ
ツ

14
画

音

レ
ン

訓く
ん

ね
（
る
）

13
画

音

ロ

訓く
ん

じ

8
画

音

ワ
・
オ

訓く
ん

や
わ
（
ら
ぐ
）・
な
ご
（
や
か
）

2

線
の 

字
の 

読
み
が
な
を
、

右
の 

四
角
に 

書
こ
う
。

1

お
礼
を 

言
う
。

2

列
に 

な
ら
ぶ
。

3

な
わ
と
び
の 

練
習
を 

す

る
。

4

道
路
を 

わ
た
る
。

5

和
食
を 

食
べ
る
。

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-52

漢字 40（礼〜和）
ふつう ★★☆ ・ 読み方と 書き方

漢
漢字

番号の じゅんに
書いてね

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

1
2 3

4

5
6

1
2 3

4

5
6

1 2
3

45 6
7

8
9

10 11
12

13 14

1 2
3

45 6
7

8
9
10 11

12
13 14

1
2

3
4 5

6
7

8 9
10

11
12

13

1
2

3
4 56

7

8 9
10

11
12

13

1

2

3
4 5 6

7
8

1

2

3
4 5 6

7
8



なまえ ひづけ がつ にち

1

主
語
（「
何
が
・
何

は
」「
だ
れ
が
・
だ

れ
は
」
に 

あ
た
る

言
葉
）
の 

下
の 

〇

に 

○
を 

書
こ
う
。

1

犬
が

ほ
え
る
。

2

花
が

き
れ
い
だ
。

3

ぼ
く
は

三
年
生
だ
。

4

赤
い

車
が

走
る
。

5

き
の
う

妹
が

歌
っ
た
。

6

空
に

白
い

雲
が

う
か
ぶ
。

7

公
園
で

子
ど
も
た
ち
が

遊
ぶ
。

8

わ
た
し
も

本
を

読
む
。

ヒント

「何が（は）」「だれが（は）」に あたる 言葉が 主語だよ。

「〜も」の 形の ときも あるよ。

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「じゅつ語を 見つけよう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-53

主語を 見つけよう
やさしい ★☆☆ ・ 主語を 見つける

文
ぶんぽう

「だれが」を
さがそう



なまえ ひづけ がつ にち

1

じ
ゅ
つ
語
（「
ど
う

す
る
」「
ど
ん
な
だ
」

「
何
だ
」「
あ
る
」

に 

あ
た
る 

言
葉
）

の 

下
の 

〇
に 

○
を

書
こ
う
。

1

鳥
が

と
ぶ
。

2

海
は

広
い
。

3

こ
れ
は

わ
た
し
の

本
で
す
。

4

弟
が

公
園
で

走
る
。

5

夜
空
の

星
が

き
れ
い
だ
。

6

庭
に

大
き
な

木
が

あ
る
。

7

山
の

上
は

と
て
も

寒
い
。

8

父
は

学
校
の

先
生
だ
。

ヒント

じゅつ語は、たいてい 文の さいごに あるよ。「どうする・

どんなだ・何だ」を あらわして いるよ。

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「主語と じゅつ語」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-54

じゅつ語を 見つけよう
やさしい ★☆☆ ・ じゅつ語を 見つける

文
ぶんぽう

文の さいごに
ちゅうもく



なまえ ひづけ がつ にち

1

主
語
の 

下
の 

〇
に

○
、
じ
ゅ
つ
語
の

下
の 

〇
に 

△
を 

書

こ
う
。

1

小
さ
な

ね
こ
が

木
の

上
で

ね
て
い
る
。

2

弟
も

朝

早
く

起
き
た
。

3

青
い

空
に

白
い

鳥
が

と
ん
で
い
く
。

4

図
書
館
の

本
は

と
て
も

お
も
し
ろ
い
。

5

校
庭
の

す
み
に

黄
色
い

花
が

さ
い
た
。

6

兄
の

し
ゅ
み
は

魚
つ
り
だ
。

7

先
生
が

黒
板
に

大
き
な

字
を

書
い
た
。

ヒント

先に 文の さいごの じゅつ語を 見つけて、「何が（だれが）

その じゅつ語なのか」と 考えると 主語が 見つかるよ。

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「くわしくする 言葉」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-55

主語と じゅつ語
ふつう ★★☆ ・ 主語と じゅつ語を 組に する

文
ぶんぽう

まず じゅつ語を
見つけよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

問
い
の 

答
え
に 

な

る 

言
葉
の 

下
の 

〇

に 

○
を 

書
こ
う
。

1

ど
ん
な 

花
？
赤
い

花
が

さ
く
。

2

ど
ん
な 

犬
？

大
き
な

犬
が

ほ
え
る
。

3

ど
の
よ
う
に 
歩
く
？

弟
が

ゆ
っ
く
り

歩
く
。

4

何
を 

食
べ
る
？

妹
が

り
ん
ご
を

食
べ
る
。

5

ど
こ
で 

遊
ぶ
？

公
園
で

子
ど
も
が

遊
ぶ
。

6

ど
ん
な 

ぼ
う
し
？

母
が

白
い

ぼ
う
し
を

か
ぶ
る
。

7

ど
こ
で 

読
む
？

ぼ
く
は

図
書
館
で

本
を

読
む
。

8

だ
れ
を 

待
つ
？

姉
が

駅
で

友
だ
ち
を

待
つ
。

ヒント

主語と じゅつ語の ほかに、「どんな・何を・どこで」を く

わしく する 言葉が あるよ。

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「どの 言葉を くわしく？」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-56

くわしくする 言葉
やさしい ★☆☆ ・ くわしくする 言葉を 見つける

文
ぶんぽう

問いを よく
読もう



なまえ ひづけ がつ にち

1

線
を 

引
い
た 

言
葉

は
、
ど
の 

言
葉
を

く
わ
し
く 

し
て 

い

る
か
な
。
そ
の 

言

葉
の 

下
の 

〇
に 

○

を 

書
こ
う
。

1

白
い

雲
が

う
か
ぶ
。

2

ね
こ
が

す
や
す
や

ね
む
る
。

3

兄
が

大
き
な

声
で

歌
う
。

4

き
の
う

ぼ
く
は

公
園
へ

行
っ
た
。

5

妹
が

か
わ
い
い

人
形
を

買
っ
た
。

6

小
さ
な

魚
が

川
で

お
よ
ぐ
。

7

父
が

新
し
い

車
を

買
っ
た
。

8

か
め
が

ゆ
っ
く
り

歩
く
。

ヒント

線の 言葉と つなげて 読んでみよう。「青い 空」「ぐっすり

ねる」のように、意味が 通じる 組み合わせを さがそう。

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「合う くわしくする 言葉」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-57

どの 言葉を くわしく？
ふつう ★★☆ ・ かかる 言葉を 見つける

文
ぶんぽう

つなげて
読んでみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

合
う 

言
葉
を 

え
ら

ん
で
、
記
号
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

こ
れ
は 

（
　
） 

本
だ
。

ア

お
も
し
ろ
く

イ

お
も
し
ろ
い

ウ

お
も
し
ろ
さ

2

ね
こ
が 

（
　
） 

ね
て 

い
る
。

ア

赤
い

イ

ぐ
っ
す
り

ウ

大
き
な

3

（
　
） 

犬
が 

走
る
。

ア

白
い

イ

白
く

ウ

白
さ

4

か
め
が 

（
　
） 

歩
く
。

ア

ゆ
っ
く
り
な

イ

ゆ
っ
く
り

ウ

ゆ
っ
く
り
の

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「こそあど言葉の 表」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-58

合う くわしくする 言葉
むずかしい ★★★ ・ 合う 言葉を えらぶ ・ 1まいめ

文
ぶんぽう

入れて 読んで
みよう



なまえ ひづけ がつ にち

5

空
が 

（
　
） 

な
る
。

ア

暗
さ
イ

暗
い

ウ

暗
く

6

（
　
） 

声
で 

話
す
。

ア

小
さ
な
イ

小
さ
さ

ウ

小
さ
く

7

花
が 

（
　
） 

さ
い
て

い
る
。

ア

き
れ
い
な

イ

き
れ
い
さ

ウ

き
れ
い
に

8

と
て
も 

（
　
） 

山

だ
。ア

高
い

イ

高
さ

ウ

高
く

ヒント

（　）に 1つずつ 入れて、声に 出して 読んでみよう。い

ちばん しぜんに 聞こえる ものが 答えだよ。

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「こそあど言葉の 表」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-58

合う くわしくする 言葉
むずかしい ★★★ ・ 合う 言葉を えらぶ ・ 2まいめ

文
ぶんぽう

入れて 読んで
みよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 表の あいて いる ところに、下の 箱の 言葉を 書こう。

こ（近い）
そ（相手に 近

い）
あ（遠い） ど（わからない）

もの これ どれ

場所 そこ どこ

方こう こちら あちら

ものの 前に つけ

る その あの

ようす こんな どんな

それ この あんな あれ ここ あそこ どちら そちら

そんな どの

2 （　）に 合う 言葉を えらぼう。

1 （自分の 手の 中の えんぴつを 見せて）「（　）は わたしの えん

ぴつです。」

ア それ イ どれ ウ これ

2 （友だちが 持って いる 本を 見て）「（　）本、おもしろい？」

ア あの イ この ウ その

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「こそあど言葉の 使い分け」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-59

こそあど言葉の 表
やさしい ★☆☆ ・ こそあど言葉を 表に する

文
ぶんぽう

こ・そ・あ・どの
ちがいを 見よう



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

合
う 

言
葉
を 

え
ら

ぼ
う
。

1

（
相
手
が 

持
っ
て 

い
る 

ペ
ン
を

見
て
）「（
　
）
は 

だ
れ
の 

ペ
ン
？
」

ア

あ
れ
イ

そ
れ
ウ

こ
れ

2

（
遠
く
の 

山
を 

指
さ
し
て
）

「（
　
）
が 

ふ
じ
山
だ
よ
。」

ア

こ
れ
イ

そ
れ
ウ

あ
れ

3

（
道
が 

わ
か
ら
な
く
て
）「
駅
は

（
　
）
で
す
か
。」

ア

そ
こ

イ

こ
こ

ウ

ど
こ

4

（
自
分
の 

家
の 

前
で
）「（
　
）

が 

ぼ
く
の 

家
で
す
。」

ア

そ
こ

イ

あ
そ
こ
ウ

こ
こ

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「こそあど言葉が さす もの」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-60

こそあど言葉の 使い分け
ふつう ★★☆ ・ こそあど言葉の 使い分け ・ 1まいめ

文
ぶんぽう

どこに あるか
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

5

（
相
手
の 

そ
ば
の 

か

ば
ん
を 

見
て
）「（
　
）
か

ば
ん
、
か
わ
い
い
ね
。」

ア

そ
の

イ

ど
の

ウ

こ
の

6

（
遠
く
を 

走
る 

電
車

を 

見
て
）「（
　
）
電
車
に

乗
り
た
い
な
。」

ア

あ
の

イ

そ
の

ウ

こ
の

7

（
ど
れ
に 

す
る
か 

聞

い
て
）「（
　
）
色
が 

す

き
？
」

ア

ど
の

イ

こ
の

ウ

あ
の

8

（
自
分
の 

前
の 

絵
を

見
せ
て
）「（
　
）
絵
は 

わ

た
し
が 

か
い
た
よ
。」

ア

こ
の

イ

あ
の

ウ

そ
の

ヒント

自分に 近い ものは「こ」、相手に 近い ものは「そ」、どち

らからも 遠い ものは「あ」、わからない ものは「ど」だ

よ。

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「こそあど言葉が さす もの」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-60

こそあど言葉の 使い分け
ふつう ★★☆ ・ こそあど言葉の 使い分け ・ 2まいめ

文
ぶんぽう

どこに あるか
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

文
を 

読
ん
で
、
線
の 

言
葉
が

さ
す 

も
の
を 

え
ら
ぼ
う
。

1

公
園
に 

大
き
な 

木
が 

あ
る
。
そ

の 

木
の 

下
で 

本
を 

読
ん
だ
。

ア

学
校
の 

小
さ
な 

木

イ

公
園
に 

あ
る 

大
き
な 

木

ウ

家
の 

庭
の 

木

2

母
が 

ケ
ー
キ
を 

作
っ
た
。
そ
れ

は 

と
て
も 

あ
ま
か
っ
た
。

ア

母

イ

母
が 

作
っ
た 

ケ
ー
キ

ウ

あ
ま
い 

お
か
し 

ぜ
ん
ぶ

3

駅
の 

前
に 

本
屋
が 

あ
る
。
わ
た

し
は 

よ
く 

そ
こ
へ 

行
く
。

ア

駅
イ

駅
の 

前
の 

本
屋

ウ

わ
た
し
の 

家

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「つなぎ言葉 だから・でも」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-61

こそあど言葉が さす もの
むずかしい ★★★ ・ こそあど言葉が さす もの ・ 1まいめ

文
ぶんぽう

前の 文に
もどって みよう



なまえ ひづけ がつ にち

4

弟
が 

青
い 

自
転
車
を

買
っ
て 

も
ら
っ
た
。
弟
は

毎
日 

そ
れ
に 

乗
っ
て 

い

る
。ア

バ
ス

イ

弟
の 

赤
い 

自
転
車

ウ

弟
の 

青
い 

自
転
車

5

川
で 

小
さ
な 

魚
を 

つ

か
ま
え
た
。
こ
れ
を 

水
そ

う
で 

か
う 

こ
と
に 

し

た
。ア

水
そ
う

イ

川

ウ

川
で 

つ
か
ま
え
た

小
さ
な 

魚

6

「
あ
の 

白
い 

た
て
も

の
は 

何
？
」「
あ
れ
は 

図

書
館
だ
よ
。」

ア

あ
の 

白
い 

た
て
も

のイ

図
書
館
の 

本

ウ

白
い 

雲

ヒント

こそあど言葉の 前の 文を 読もう。見つけた 言葉を こそあ

ど言葉の 所に 入れて 読むと、意味が 通じるよ。

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「つなぎ言葉 だから・でも」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-61

こそあど言葉が さす もの
むずかしい ★★★ ・ こそあど言葉が さす もの ・ 2まいめ

文
ぶんぽう

前の 文に
もどって みよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

入
る 

つ
な
ぎ
言
葉

を 

え
ら
ぼ
う
。

1

雨
が 

ふ
っ
た
。（
　
）、
遠
足
は

中
止
に 

な
っ
た
。

ア

で
も

イ

だ
か
ら

2

雨
が 

ふ
っ
た
。（
　
）、
サ
ッ
カ
ー

を 

し
た
。

ア

だ
か
ら

イ

で
も

3

毎
日 

練
習
し
た
。（
　
）、
リ
レ

ー
で 

一
等
に 

な
っ
た
。

ア

だ
か
ら

イ

で
も

4

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い 

走
っ

た
。（
　
）、
バ
ス
に 

間
に
合
わ
な

か
っ
た
。

ア

で
も

イ

だ
か
ら

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「いろいろな つなぎ言葉」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-62

つなぎ言葉 だから・でも
やさしい ★☆☆ ・ だから と でも ・ 1まいめ

文
ぶんぽう

前と 後を
くらべよう



なまえ ひづけ がつ にち

5

お
な
か
が 

す
い
た
。

（
　
）、
パ
ン
を 

食
べ

た
。ア

だ
か
ら

イ

で
も

6

薬
を 

飲
ん
だ
。（
　
）、

ね
つ
が 

下
が
ら
な
い
。

ア

で
も

イ

だ
か
ら

7

外
は 

寒
い
。（
　
）、
コ

ー
ト
を 

着
て 

出
か
け

た
。ア

で
も

イ

だ
か
ら

8

こ
の 

本
は 

あ
つ
い
。

（
　
）、
す
ぐ
に 

読
み
終

わ
っ
た
。

ア

で
も

イ

だ
か
ら

ヒント

前の 文から ふつうに 考えて そう なる ときは「だから」、

反対の ことに なる ときは「でも」を 使うよ。

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「いろいろな つなぎ言葉」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-62

つなぎ言葉 だから・でも
やさしい ★☆☆ ・ だから と でも ・ 2まいめ

文
ぶんぽう

前と 後を
くらべよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

入
る 

つ

な
ぎ
言
葉
を
、
箱
か

ら 

え
ら
ん
で 

書
こ

う
。

そ
れ
か
ら

ま
た
は

な
ぜ
な
ら

し
か
し

1

顔
を 
あ
ら
っ
た
。

、
歯
を 

み
が

い
た
。

2

赤 
 

青
の 
ペ

ン
で 

書
い
て 

く
だ
さ

い
。

3

今
日
は 

早
く 

ね
る
。

、
あ
し
た
は

遠
足
だ
か
ら
だ
。

4

天
気
よ
ほ
う
は 

雨
だ
っ

た
。

、
一
日
中

晴
れ
た
。

5

公
園
で 

遊
ん
だ
。

、
家
に 

帰

っ
た
。

6

電
車 

 

バ
ス

で 

来
て 

く
だ
さ
い
。

7

か
さ
を 

持
っ
て 

い

く
。

、
午
後

か
ら 

雨
が 

ふ
る
か
ら

だ
。

8

た
く
さ
ん 
練
習
し
た
。

、
ま
だ 

上
手

に 

な
ら
な
い
。

ヒント

「それから」は じゅんに つづく とき、「または」は どち

らか 1つ、「なぜなら」は わけを 言う とき、「しかし」は

反対の ことが 来る ときだよ。

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは 「つなぎ言葉で 文を つなごう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-63

いろいろな つなぎ言葉
ふつう ★★☆ ・ つなぎ言葉を 使い分ける

文
ぶんぽう

つながり方を
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
の 

つ
な
ぎ

言
葉
を 

使
っ
て
、2

つ
の 

文
を 

つ
な
い

で 

書
こ
う
。

1

雨
が 

ふ
っ
て 

き
た
。

／
か
さ
を 

さ
し
た
。（
だ

か
ら
）

2

走
っ
て 

駅
へ 
行
っ

た
。
／
電
車
は 

出
た 
あ

と
だ
っ
た
。（
で
も
）

3

手
を 

あ
ら
っ
た
。
／
お

や
つ
を 

食
べ
た
。（
そ
れ

か
ら
）

4

姉
は 

歌
が 

上
手
だ
。

／
ピ
ア
ノ
も 

ひ
け
る
。

（
そ
れ
に
）

5

か
ぜ
を 

ひ
い
た
。
／
学

校
を 

休
ん
だ
。（
だ
か
ら
）

6

ぼ
く
は 

犬
が 

す
き

だ
。
／
ね
こ
は 

に
が
て

だ
。（
で
も
）

ヒント

1つ目の 文の 後に「。」、次に つなぎ言葉と「、」、それから

2つ目の 文を 書くよ。

できたら
はなまる ぶんぽう ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-64

つなぎ言葉で 文を つなごう
むずかしい ★★★ ・ つなぎ言葉で つなぐ

文
ぶんぽう

2つの 文を
つなげよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

入
る 

動

物
を
、
箱
か
ら 

え

ら
ん
で 

書
こ
う
。

さ
る

ね
こ

い
ぬ

う
ま

ぶ
た

か
え
る

は
ち

と
ら

1

も 

木
か
ら 

落

ち
る

2

に 

小
判

こ
ば
ん

3

も 

歩
け
ば 

ぼ

う
に 

当
た
る

4

の 

耳
に 

ね
ん

ぶ
つ

5

に 

し
ん
じ
ゅ

6

の 

子
は 

か

え
る

7

泣
き
面
に 

な

つ
ら

ヒント

箱の 中には、使わない 動物も 1つ 入って いるよ。ことわ

ざは 声に 出して 読むと おぼえやすいよ。

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「ことわざの 意味 1」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-65

動物が 出てくる ことわざ
やさしい ★☆☆ ・ ことわざの 言葉

こ
ことわざ・かんようく

声に 出して
読んでみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

こ
と
わ
ざ
と 

意
味
を 

線

で 

む
す
ぼ
う
。

1
さ
る
も 

木
か
ら 

落
ち
る

2
ね
こ
に 

小
判

こ
ば
ん

3
石
の 

上
に
も 

三
年

4
急
が
ば 

回
れ

い
そ

5
早
起
き
は 
三
文
の 

と
く

6
ち
り
も 

つ
も
れ
ば 

山
と

な
る

ア

つ
ら
く
て
も 

が
ま
ん
し
て 

つ
づ
け

れ
ば
、
い
つ
か 

う
ま
く 

い
く

イ

朝 

早
く 

起
き
る
と
、
何
か 

よ
い

こ
と
が 

あ
る

ウ

上
手
な 

人
で
も
、
し
っ
ぱ
い
す
る

こ
と
が 

あ
る

エ

小
さ
な 

も
の
で
も
、
つ
も
れ
ば 

大

き
な 

も
の
に 

な
る

オ

い
そ
ぐ 

と
き
ほ
ど
、
安
全
で 

た
し

か
な 

や
り
方
を 

え
ら
ぶ 

ほ
う
が 

よ
い

カ

ね
う
ち
の 

わ
か
ら
な
い 

人
に 

よ
い

も
の
を 

あ
げ
て
も
、
役
に 

立
た
な
い

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「ことわざの 意味 2」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-66

ことわざの 意味 1
やさしい ★☆☆ ・ ことわざの 意味

こ
ことわざ・かんようく

場面を
思いうかべよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

こ
と
わ
ざ
と 

意
味
を 

線

で 

む
す
ぼ
う
。

1
花
よ
り 

だ
ん
ご

2
犬
も 

歩
け
ば 

ぼ
う
に 

当

た
る

3
馬
の 

耳
に 

ね
ん
ぶ
つ

4
七
転
び
八
起
き

な
な
こ
ろ

や

お

5
雨
ふ
っ
て 
地 
か
た
ま
る

じ

6
灯
台
も
と
暗
し

と
う
だ
い

ア

何
度 

し
っ
ぱ
い
し
て
も
、
く
じ
け

ず
に 

立
ち
上
が
る

イ

も
め
ご
と
の 

あ
と
は
、
か
え
っ
て

よ
く 

ま
と
ま
る

ウ

何
か
を 

し
よ
う
と 

す
る
と
、
思
い

が
け
な
い 

こ
と
に 

出
あ
う

エ

身
近
な 

こ
と
は
、
か
え
っ
て 

気
づ

き
に
く
い

オ

見
て 

楽
し
む 

も
の
よ
り
、
役
に 

立

つ 

も
の
や 

食
べ
物
を 

え
ら
ぶ

カ

い
く
ら 

言
っ
て 

聞
か
せ
て
も
、
き

き
め
が 

な
い

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「にた 意味の ことわざ」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-67

ことわざの 意味 2
ふつう ★★☆ ・ ことわざの 意味

こ
ことわざ・かんようく

場面を
思いうかべよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

「 

」
の 

こ
と
わ
ざ
と 

に
た

意
味
の 

も
の
を 

え
ら
ぼ
う
。

1

「
さ
る
も 

木
か
ら 

落
ち
る
」
と

に
て 

い
る
の
は
？

ア

急
が
ば 

回
れ

い
そ

イ

花
よ
り 

だ
ん
ご

ウ

か
っ
ぱ
の 

川
流
れ

2

「
ね
こ
に 

小
判
」
と 

に
て 

い
る

こ
ば
ん

の
は
？

ア

早
起
き
は 

三
文
の 

と
く

イ

七
転
び
八
起
き

な
な
こ
ろ

や

お

ウ

ぶ
た
に 

し
ん
じ
ゅ

3

「
馬
の 

耳
に 

ね
ん
ぶ
つ
」
と 

に

て 

い
る
の
は
？

ア

か
え
る
の 

面
に 

水

つ
ら

イ

ち
り
も 

つ
も
れ
ば 

山
と 

な

るウ

灯
台
も
と
暗
し

と
う
だ
い

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「反対の 意味の ことわざ」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-68

にた 意味の ことわざ
ふつう ★★☆ ・ にた 意味の ことわざ ・ 1まいめ

こ
ことわざ・かんようく

意味を 思い
出してみよう



なまえ ひづけ がつ にち

4

「
泣
き
面
に 

は
ち
」
と

な

つ
ら

に
て 

い
る
の
は
？

ア

弱
り
目
に 

た
た
り

目イ

雨
ふ
っ
て 

地 

か
た

じ

ま
る

ウ

花
よ
り 

だ
ん
ご

5

「
急
が
ば 

回
れ
」
と

い
そ

に
て 

い
る
の
は
？

ア

せ
い
て
は 

事
を 

し

そ
ん
じ
る

イ

早
起
き
は 

三
文
の

と
く

ウ

か
っ
ぱ
の 

川
流
れ

6

「
石
の 

上
に
も 

三
年
」

と 

に
て 

い
る
の
は
？

ア

ね
こ
に 

小
判

こ
ば
ん

イ

雨
だ
れ 

石
を 

う
が

あ
ま

つウ

泣
き
面
に 

は
ち

な

つ
ら

ヒント

まず「 」の ことわざの 意味を 思い出そう。同じ ことを

言って いる ものが にた 意味の ことわざだよ。

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「反対の 意味の ことわざ」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-68

にた 意味の ことわざ
ふつう ★★☆ ・ にた 意味の ことわざ ・ 2まいめ

こ
ことわざ・かんようく

意味を 思い
出してみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

「 

」
の 

こ
と
わ
ざ
と 

反
対
の

意
味
の 

も
の
を 

え
ら
ぼ
う
。

1

「
急
が
ば 

回
れ
」
の 

反
対
は
？

い
そ

ア

ね
こ
に 

小
判

こ
ば
ん

イ

善
は 

急
げ

ぜ
ん

い
そ

ウ

石
の 

上
に
も 

三
年

2

「
か
え
る
の 

子
は 

か
え
る
」
の

反
対
は
？

ア

馬
の 

耳
に 

ね
ん
ぶ
つ

イ

さ
る
も 

木
か
ら 

落
ち
る

ウ

と
び
が 

た
か
を 

生
む

3

「
二
度 

あ
る 

こ
と
は 

三
度 

あ

る
」
の 

反
対
は
？

ア

泣
き
面
に 

は
ち

な

つ
ら

イ

花
よ
り 

だ
ん
ご

ウ

三
度
目
の 

正
直

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「ことわざを 使おう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-69

反対の 意味の ことわざ
むずかしい ★★★ ・ 反対の 意味の ことわざ ・ 1まいめ

こ
ことわざ・かんようく

意味を くらべて
みよう



なまえ ひづけ がつ にち

4

「
立
つ 

鳥 

あ
と
を 

に

ご
さ
ず
」
の 

反
対
は
？

ア

七
転
び
八
起
き

な
な
こ
ろ

や

お

イ

あ
と
は 

野
と 

な
れ

山
と 

な
れ

ウ

早
起
き
は 

三
文
の

と
く

5

「
す
き
こ
そ 

も
の
の

上
手
な
れ
」
の 

反
対
は
？

ア

灯
台
も
と
暗
し

と
う
だ
い

イ

ち
り
も 

つ
も
れ
ば

山
と 

な
る

ウ

下
手
の 

横
好
き

ず

6

「
人
を 

見
た
ら 

ど
ろ

ぼ
う
と 

思
え
」
の 

反
対

は
？ア

わ
た
る 

世
間
に 

お

に
は 

な
い

イ

か
っ
ぱ
の 

川
流
れ

ウ

雨
ふ
っ
て 

地 

か
た

じ

ま
る

ヒント

まず「 」の ことわざの 意味を 思い出そう。言って いる

ことが 反対に なって いる ものを さがそう。

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「ことわざを 使おう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-69

反対の 意味の ことわざ
むずかしい ★★★ ・ 反対の 意味の ことわざ ・ 2まいめ

こ
ことわざ・かんようく

意味を くらべて
みよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

場
面
に 

合
う 

こ
と
わ
ざ
を 

え

ら
ぼ
う
。

1

毎
日 

十
円
ず
つ 

ち
ょ
金
し
た

ら
、
一
年
で 

た
く
さ
ん 

た
ま
っ

た
。ア

花
よ
り 

だ
ん
ご

イ

ち
り
も 

つ
も
れ
ば 

山
と 

な

るウ

さ
る
も 
木
か
ら 

落
ち
る

2

サ
ッ
カ
ー
が 

と
く
い
な 

兄
が
、

か
ん
た
ん
な 

シ
ュ
ー
ト
を 

外
し

た
。ア

早
起
き
は 

三
文
の 

と
く

イ

急
が
ば 

回
れ

い
そ

ウ

さ
る
も 

木
か
ら 

落
ち
る

3

近
道
を 

し
よ
う
と 

し
て 

道
に

ま
よ
い
、
か
え
っ
て 

お
そ
く 

な
っ

た
。ア

ね
こ
に 

小
判

こ
ば
ん

イ

急
が
ば 

回
れ

い
そ

ウ

ち
り
も 

つ
も
れ
ば 

山
と 

な

る

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「目・耳・口の かんようく」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-70

ことわざを 使おう
むずかしい ★★★ ・ 場面に 合う ことわざ ・ 1まいめ

こ
ことわざ・かんようく

どんな 場面かな



なまえ ひづけ がつ にち

4

雨
の 

日
に 

転
ん
だ 

う

え
に
、
か
さ
ま
で 

こ
わ
れ

た
。ア

花
よ
り 

だ
ん
ご

イ

泣
き
面
に 

は
ち

な

つ
ら

ウ

七
転
び
八
起
き

な
な
こ
ろ

や

お

5

早
く 
起
き
た 

朝
、
空

に 

き
れ
い
な 
に
じ
が 

見

え
た
。

ア

早
起
き
は 

三
文
の

と
く

イ

泣
き
面
に 

は
ち

な

つ
ら

ウ

馬
の 

耳
に 

ね
ん
ぶ

つ

6

お
花
見
で
、
花
を 

見
な

い
で 

お
べ
ん
と
う
ば
か
り

食
べ
て 

い
た
。

ア

さ
る
も 

木
か
ら 

落

ち
る

イ

花
よ
り 

だ
ん
ご

ウ

石
の 

上
に
も 

三
年

ヒント

まず、どんな ことが 起きたのかを 一言で まとめてみよ

う。それと 同じ 意味の ことわざを えらぼう。

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「目・耳・口の かんようく」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-70

ことわざを 使おう
むずかしい ★★★ ・ 場面に 合う ことわざ ・ 2まいめ

こ
ことわざ・かんようく

どんな 場面かな



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

入
る 

言
葉
を
、
箱

か
ら 

え
ら
ん
で 

書
こ
う
。

（
　
）
の 

下
は 

意
味
だ
よ
。

目

耳

口

鼻

1

が 

回
る
（
と
て
も 

い
そ

が
し
い
）

2

が 
い
た
い
（
自
分
の 

よ

く
な
い 

所
を 
言
わ
れ
て
、
聞
く
の

が 

つ
ら
い
）

3

が 

か
た
い
（
ひ
み
つ
を

人
に 

話
さ
な
い
）

4

を 

丸
く 

す
る
（
お
ど
ろ

く
）

5

が 

高
い
（
と
く
い
に 

な

る
）

6

を 

う
た
が
う
（
聞
い
た

こ
と
が 

し
ん
じ
ら
れ
な
い
）

7

を 

そ
ろ
え
る
（
み
ん
な
が

同
じ 

こ
と
を 

言
う
）

8

が 

な
い
（
と
て
も 

す
き

で 
あ
る
）

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「手・足・首の かんようく」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-71

目・耳・口の かんようく
やさしい ★☆☆ ・ 顔の 部分の かんようく

こ
ことわざ・かんようく

体の 言葉が
入るよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

入
る 

言
葉
を
、
箱

か
ら 

え
ら
ん
で 

書
こ
う
。

（
　
）
の 

下
は 

意
味
だ
よ
。

手

足

首

か
た

む
ね

1

を 

か
す
（
人
の 

し
ご
と

を 
た
す
け
る
）

2

が 
ぼ
う
に 

な
る
（
た
く

さ
ん 

歩
い
て 
つ
か
れ
る
）

3

を 

長
く 

す
る
（
今
か
今

か
と 

待
つ
）

4

が 

は
な
せ
な
い
（
い
そ
が

し
く
て 

ほ
か
の 

こ
と
が 

で
き
な

い
）

5

を 

の
ば
す
（
思
っ
て 

い

た
よ
り 

遠
く
ま
で 

行
く
）

6

を 

か
し
げ
る
（
ふ
し
ぎ
に

思
う
）

7

を 

落
と
す
（
が
っ
か
り

す
る
）

8

を 

は
る
（
じ
し
ん
を 

も

っ
て 

体
を 

そ
ら
す
）

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「かんようくの 意味」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-72

手・足・首の かんようく
やさしい ★☆☆ ・ 体の 部分の かんようく

こ
ことわざ・かんようく

体を 動かして
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

か
ん
よ
う
く
と 

意
味
を

線
で 

む
す
ぼ
う
。

1
顔
が 

広
い

2
手
を 

ぬ
く

3
口
が 

す
べ
る

4
耳
に 

た
こ
が 

で
き
る

5
頭
を 
ひ
や
す

6
歯
が 

立
た
な
い

ア

言
っ
て
は 

い
け
な
い 

こ
と
を
、
う

っ
か
り 

言
う

イ

知
り
合
い
が 

多
い

ウ

気
持
ち
を 

お
ち
つ
か
せ
る

エ

相
手
が 

強
す
ぎ
て
、
か
な
わ
な
い

オ

し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い 

こ
と
を
、

い
い
か
げ
ん
に 

す
る

カ

同
じ 

こ
と
を 

何
度
も 

聞
か
さ
れ

て
、
い
や
に 

な
る

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「動物や 植物の かんようく」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-73

かんようくの 意味
ふつう ★★☆ ・ かんようくの 意味

こ
ことわざ・かんようく

言葉 どおりの
意味じゃないよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

か
ん
よ
う
く
と 

意
味
を

線
で 

む
す
ぼ
う
。

1
ね
こ
の 

手
も 

か
り
た
い

2
ね
こ
の 

ひ
た
い

3
す
ず
め
の 

な
み
だ

4
つ
る
の 

一
声

ひ
と
こ
え

5
馬
が 
合
う

6
う
り
二
つ

7
竹
を 

わ
っ
た
よ
う

8
根
も 

葉
も 

な
い

ア

ほ
ん
の 

少
し

イ

何
の 

理
由
も 

な
い
、
で
た
ら
め
だ

ウ

顔
や 

す
が
た
が 

と
て
も 

よ
く 

に

て 

い
る

エ

せ
い
か
く
が 

さ
っ
ぱ
り
し
て 

い
る

オ

場
所
が 

と
て
も 

せ
ま
い

カ

と
て
も 

い
そ
が
し
い

キ

え
ら
い 

人
の 

一
言
で
、
話
が 

決
ま

る

ク

気
が 

合
う

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「気持ちを 表す かんようく」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-74

動物や 植物の かんようく
ふつう ★★☆ ・ 動物や 植物の かんようく

こ
ことわざ・かんようく

生きものの
ようすから



なまえ ひづけ がつ にち

1

気
持
ち
に 

合
う 

か
ん
よ
う
く

を 

え
ら
ぼ
う
。

1

う
れ
し
く
て 

わ
く
わ
く
す
る

ア

む
ね
が 

お
ど
る

イ

は
ら
を 

立
て
る

ウ

か
た
を 

落
と
す

2

が
っ
か
り
す
る

ア

鼻
が 
高
い

イ

む
ね
が 

お
ど
る

ウ

か
た
を 

落
と
す

3

と
て
も 

お
こ
る

ア

む
ね
を 

な
で
下
ろ
す

イ

は
ら
を 

立
て
る

ウ

目
を 

丸
く 

す
る

4

は
ず
か
し
く
て 

た
ま
ら
な
い

ア

鼻
が 

高
い

イ

む
ね
が 

お
ど
る

ウ

顔
か
ら 

火
が 

出
る

5

ほ
っ
と 

安
心
す
る

ア

か
た
を 

落
と
す

イ

は
ら
を 

立
て
る

ウ

む
ね
を 

な
で
下
ろ
す

6

と
て
も 

お
ど
ろ
く

ア

顔
か
ら 

火
が 

出
る

イ

目
を 

丸
く 

す
る

ウ

む
ね
を 

な
で
下
ろ
す

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは 「かんようくを 使おう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-75

気持ちを 表す かんようく
むずかしい ★★★ ・ 気持ちを 表す かんようく

こ
ことわざ・かんようく

体の ようすで
気持ちを 表すよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

場
面
に 

合
う 

か
ん
よ
う
く
を

え
ら
ぼ
う
。

1

母
は 

知
り
合
い
が 

多
く
、
町
を

歩
く
と 

よ
く 

あ
い
さ
つ
さ
れ
る
。

ア

馬
が 

合
う
イ

口
が 

か
た
い

ウ

顔
が 

広
い

2

弟
が 

毎
日 

同
じ 

話
を 

す
る
の

で
、
も
う 

お
ぼ
え
て 

し
ま
っ
た
。

ア

耳
に 

た
こ
が 

で
き
る

イ

鼻
が 

高
い

ウ

手
を 

ぬ
く

3

テ
ス
ト
で 

百
点
を 

と
っ
て
、
と

く
い
に 

な
っ
た
。

ア

鼻
が 

高
い

イ

耳
が 

い
た
い

ウ

か
た
を 

落
と
す

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-76

かんようくを 使おう
むずかしい ★★★ ・ 場面に 合う かんようく ・ 1まいめ

こ
ことわざ・かんようく

どんな ようすかな



なまえ ひづけ がつ にち

4

大
そ
う
じ
の 

日
は
、
と

て
も 

い
そ
が
し
か
っ
た
。

ア

ね
こ
の 

ひ
た
い

イ

ね
こ
の 

手
も 

か
り

た
い

ウ

す
ず
め
の 

な
み
だ

5

ひ
み
つ
を 

う
っ
か
り

話
し
て 

し
ま
っ
た
。

ア

口
が 

か
た
い

イ

首
を 

長
く 

す
る

ウ

口
が 

す
べ
る

6

二
人
は 

気
が 

合
っ

て
、
い
つ
も 

い
っ
し
ょ
に

い
る
。

ア

歯
が 

立
た
な
い

イ

馬
が 

合
う

ウ

う
り
二
つ

ヒント

場面を 一言で まとめてみよう。「知り合いが 多い」「とく

いに なる」のように 言いかえると、合う かんようくが 見

つかるよ。

できたら
はなまる ことわざ・かんようく ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-76

かんようくを 使おう
むずかしい ★★★ ・ 場面に 合う かんようく ・ 2まいめ

こ
ことわざ・かんようく

どんな ようすかな



なまえ ひづけ がつ にち

1

送
り
が
な
の 

正
し

い 

ほ
う
を 

え
ら
ぼ

う
。

1
ア

植
る
イ

植
え
る

2
ア

短
か
い
イ

短
い

3
ア

新
ら
し
い

イ

新
し
い

4
ア

少
な
い
イ

少
い

5
ア

明
か
る
い

イ

明
る
い

6
ア

美
く
し
い

イ

美
し
い

7
ア

楽
し
い

イ

楽
い

8
ア

考
る
イ

考
え
る

ヒント

言葉の 形を かえて みよう。「短い・短く・短かった」のよ

うに、形が かわる 所から 送りがなに なる 言葉が 多い

よ。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「点（、）で 意味が かわる」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-77

送りがなに 気をつけよう
やさしい ★☆☆ ・ 送りがなを えらぶ

作
文と作文

形が かわる 所を
見よう



なまえ ひづけ がつ にち

1

文
に 

合
う 

ほ
う
を 

え
ら
ぼ

う
。

1

く
つ
を 

ぬ
ぐ
の
は 

ど
っ
ち
？

ア

こ
こ
で
は
、
き
も
の
を 

ぬ
い

で 

く
だ
さ
い
。

イ

こ
こ
で
、
は
き
も
の
を 

ぬ
い

で 
く
だ
さ
い
。

2

い
そ
い
で 

い
た
の
が 

母
な
の
は

ど
っ
ち
？

ア

母
は
、
い
そ
い
で 

家
を 

出
た

姉
を 

追
い
か
け
た
。

イ

母
は 

い
そ
い
で
、
家
を 

出
た

姉
を 

追
い
か
け
た
。

3

わ
ら
っ
て 

い
た
の
が 

兄
な
の
は

ど
っ
ち
？

ア

兄
は 

わ
ら
い
な
が
ら
、
走
る

弟
を 

見
て 

い
た
。

イ

兄
は
、
わ
ら
い
な
が
ら 

走
る

弟
を 

見
て 

い
た
。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「かぎ（「」）の 使い方」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-78

点（、）で 意味が かわる
やさしい ★☆☆ ・ 点と 丸の 打ち方 ・ 1まいめ

作
文と作文

点の 場所で
意味が かわるよ



なまえ ひづけ がつ にち

2

（
　
）
に
「
、」
か
「
。」
の

ど
ち
ら
か
を 

書
こ
う
。

1

朝 

早
く 

起
き
て

顔
を 

あ

ら
っ
た
。

2

顔
を 

あ
ら
っ
て
、
ご
は
ん
を 

食

べ
た

3

そ
れ
か
ら

学
校
へ 

行
っ

た
。

4

雨
が 

ふ
っ
て 

き
た
の
で

か
さ
を 

さ
し
た
。

5

か
さ
を 

さ
し
た
の
に
、
足
が 

ぬ

れ
た

6

で
も

す
ぐ
に 

か
わ
い
た
。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「かぎ（「」）の 使い方」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-78

点（、）で 意味が かわる
やさしい ★☆☆ ・ 点と 丸の 打ち方 ・ 2まいめ

作
文と作文

点の 場所で
意味が かわるよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

話
し
た 

言
葉
は 

ど
こ
か
な
。

話
し
た 

言
葉
の 

下
の 

〇
に

○
を 

書
こ
う
。

1

先
生
が

お
は
よ
う

と 

言
っ
た
。

2

妹
が

い
っ
し
ょ
に 

遊
ぼ
う

と 

さ
そ
っ
た
。

3

ぼ
く
は

行
っ
て 

き
ま
す

と 

言
っ
て 

家
を 

出
た
。

4

友
だ
ち
が

あ
り
が
と
う

と 

わ
ら
っ
た
。

5

店
の 

人
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

と 

言
っ
た
。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「です・ますの 文に しよう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-79

かぎ（「」）の 使い方
ふつう ★★☆ ・ かぎを つける ・ 1まいめ

作
文と作文

話した 言葉を
さがそう



なまえ ひづけ がつ にち

2

か
ぎ
の 

正
し
い 

使

い
方
は 

ど
れ
か

な
。

1
ア

「
あ
り
が
と
う
。

と
」
言
っ
た
。

イ

「
あ
り
が
と
う
」。

と 

言
っ
た
。

ウ

「
あ
り
が
と
う
。」

と 

言
っ
た
。

2
ア

母
が
「
お
か
え

り
。
と 

言
っ
た
。」

イ

母
が 

お
か
え
り

「
。」
と 

言
っ
た
。

ウ

母
が
「
お
か
え

り
。」
と 

言
っ
た
。

ヒント

「〜と 言った」「〜と さそった」の「と」の 前が、話した

言葉だよ。話した 言葉は「」で かこむよ。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「です・ますの 文に しよう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-79

かぎ（「」）の 使い方
ふつう ★★☆ ・ かぎを つける ・ 2まいめ

作
文と作文

話した 言葉を
さがそう



なまえ ひづけ がつ にち

1

「
で
す
」「
ま
す
」
を 

使
っ
た

て
い
ね
い
な 

文
に 

書
き
直
そ

う
。

1

ぼ
く
は 

三
年
生
だ
。

2

花
が 
さ
い
た
。

3

今
日
は 

寒
い
。

4

毎
朝 

犬
と 

歩
く
。

5

こ
れ
は 

妹
の 

本
だ
。

6

あ
し
た
は 

晴
れ
る
だ
ろ
う
。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「だ・であるの 文に しよう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-80

です・ますの 文に しよう
やさしい ★☆☆ ・ です・ますに 書き直す

作
文と作文

ていねいに
言ってみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

「
で
す
」「
ま
す
」
を 

使
わ
な

い 

文
（
だ
・
で
あ
る
）
に 

書

き
直
そ
う
。

1

わ
た
し
は 

三
年
生
で
す
。

2

雨
が 
ふ
っ
て 

い
ま
す
。

3

公
園
で 

遊
び
ま
し
た
。

4

こ
の 

花
は 

き
れ
い
で
す
。

5

兄
は 

中
学
生
で
す
。

6

夜
空
に 

星
が 

見
え
ま
す
。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「文の おわりを そろえよう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-81

だ・であるの 文に しよう
ふつう ★★☆ ・ だ・であるに 書き直す

作
文と作文

日記の 言い方
だよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

1

つ
だ
け 

言
い
方
の

ち
が
う 

文
が 

あ
る

よ
。
そ
の 

文
の 

番

号
に 

○
を 

つ
け

て
、
ほ
か
の 

文
に

そ
ろ
え
て
、
左
の

線
の 

所
に 

書
き
直

そ
う
。

1

①
わ
た
し
の 

家
に
は

犬
が 

い
ま
す
。
②
名
前
は

ポ
チ
で
す
。
③
毎
朝 
い
っ

し
ょ
に 

歩
く
。
④
ポ
チ
は

と
て
も 

か
わ
い
い
で
す
。

2

①
き
の
う
、
家
族
で 

海

へ 

行
っ
た
。
②
海
の 

水

は 

つ
め
た
か
っ
た
。
③
弟

は 

貝
を 

ひ
ろ
い
ま
し

た
。
④
と
て
も 

楽
し
い

一
日
だ
っ
た
。

3

①
ぼ
く
は 

図
書
係
で

す
。
②
毎
週 

本
を 

な
ら

べ
ま
す
。
③
新
し
い 

本
が

来
る
と 

う
れ
し
い
。
④
み

ん
な
に 

読
ん
で 

ほ
し
い

で
す
。

ヒント

文の おわりが「〜です・〜ます」か「〜だ・〜た」かを 見

くらべよう。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「いつ どこで だれが 何を」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-82

文の おわりを そろえよう
ふつう ★★☆ ・ 文の おわりを そろえる

作
文と作文

おわりの 言葉を
くらべよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 文を 読んで、表に 書き出そう。

1 日曜日の 朝、ぼくと 弟は 川原で 石を ひろった。

いつ どこで だれが 何を どうした

2 きのうの 午後、わたしは 図書館で 本を 二さつ かりた。

いつ どこで だれが 何を どうした

ヒント

作文を 書く 前に「いつ・どこで・だれが・何を・どうし

た」を メモして おくと、つたわる 文に なるよ。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「はじめ・中・おわり」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-83

いつ どこで だれが 何を
ふつう ★★☆ ・ 文の 中身を 書き出す

作
文と作文

1つずつ
さがそう



なまえ ひづけ がつ にち

1

作
文
を 

読
ん
で
、
は
じ
め
・

中
・
お
わ
り
に 

入
る 

文
の 

番

号
を 

書
こ
う
。

1①
先
週
の 

土
曜
日
に
、
家
族
で 

い

も
ほ
り
に 

行
き
ま
し
た
。

②
畑
に
は 

大
き
な 

葉
が 

広
が
っ

て 

い
ま
し
た
。

③
つ
る
を 

引
っ
ぱ
る
と
、
土
の 

中

か
ら 

赤
い 

い
も
が 

出
て 

き
ま
し

た
。

④
い
ち
ば
ん 

大
き
な 

い
も
は
、
ぼ

く
の 

手
よ
り 

長
か
っ
た
で
す
。

⑤
ま
た 

来
年
も 

行
き
た
い
で
す
。

は
じ
め

中

お
わ
り

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「書く じゅんじょを 考えよう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-84

はじめ・中・おわり
ふつう ★★☆ ・ 作文の 組み立て ・ 1まいめ

作
文と作文

3つに
分けてみよう



なまえ ひづけ がつ にち

2①
わ
た
し
は 

夏
休
み
に
、
朝
顔
を 

育
て
ま
し
た
。

②
毎
朝 

水
を 

や
り
ま
し
た
。

③
八
月
に 

な
る
と
、
む
ら
さ
き
の 

花
が 

た
く
さ
ん 

さ

き
ま
し
た
。

④
花
が 

か
れ
た 

あ
と
に
は
、
た
ね
が 

で
き
ま
し
た
。

⑤
来
年
も 
た
ね
を 

ま
い
て 

育
て
た
い
と 

思
い
ま
す
。

は
じ
め

中

お
わ
り

ヒント

はじめは「いつ・何を したか」、中は くわしい ようす、お

わりは 思った ことや 考えた ことだよ。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「書く じゅんじょを 考えよう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-84

はじめ・中・おわり
ふつう ★★☆ ・ 作文の 組み立て ・ 2まいめ

作
文と作文

3つに
分けてみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

し
た 

じ
ゅ
ん
に 

な

ら
ぶ
よ
う
に
、
□
に

記
号
を 

書
こ
う
。

カ
レ
ー
を 

作
っ
た 

こ
と

ア

そ
れ
か
ら
、
水
を 

入

れ
て 

に
こ
み
ま
し
た
。

イ

さ
い
ご
に
、
カ
レ
ー

ル
ウ
を 
入
れ
ま
し
た
。

ウ

次
に
、
肉
と 
野
さ
い

を 

な
べ
で 

い
た
め
ま
し

た
。

エ

は
じ
め
に
、
野
さ
い

を 

切
り
ま
し
た
。

▼

▼

▼

朝
顔
の 

た
ね
を 

ま
い
た 

こ
と

ア

ま
ず
、
は
ち
に 

土
を

入
れ
ま
し
た
。

イ

そ
れ
か
ら
、
た
ね
を

ま
い
て 

土
を 

か
け
ま
し

た
。

ウ

さ
い
ご
に
、
水
を 

た

っ
ぷ
り 

や
り
ま
し
た
。

エ

次
に
、
指
で 

土
に 

あ

な
を 

あ
け
ま
し
た
。

▼

▼

▼

ヒント

「はじめに・まず」「次に」「それから」「さいごに」のよう

な じゅんじょを 表す 言葉を 手がかりに しよう。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「手紙の 書き方」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-85

書く じゅんじょを 考えよう
むずかしい ★★★ ・ じゅんじょを 考える

作
文と作文

じゅんじょの
言葉に 目を つけて



なまえ ひづけ がつ にち

1

手
紙
の 

正
し
い 

じ
ゅ
ん
に 

な

る
よ
う
に
、
□
に 

記
号
を 

書

こ
う
。

お
ば
あ
さ
ん
へ
の 

手
紙

ア

こ
の
前
は
、
手
ぶ
く
ろ
を 

送
っ

て 

く
れ
て 

あ
り
が
と
う
。
毎
日

学
校
に 

し
て 

い
っ
て 

い
ま
す
。

イ

十
二
月
十
日

ウ

か
ぜ
を 

ひ
か
な
い
よ
う
に 

気

を 

つ
け
て 

く
だ
さ
い
。

エ

さ
む
い 

日
が 

つ
づ
い
て 

い
ま

す
が
、
お
元
気
で
す
か
。

オ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

カ

山
田 

は
る
と

▼

▼

▼

▼

▼

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「知らせる 文の 組み立て」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-86

手紙の 書き方
ふつう ★★☆ ・ 手紙の 組み立て ・ 1まいめ

作
文と作文

読む 人を
思いうかべよう



なまえ ひづけ がつ にち

2

手
紙
の 

む
す
び
の

あ
い
さ
つ
に 

合
う

も
の
を 

え
ら
ぼ

う
。

1
ア

ま
た 

会
え
る 

日
を

楽
し
み
に 

し
て 

い
ま

す
。

イ

は
じ
め
ま
し
て
。

ウ

き
の
う 

公
園
へ 

行

き
ま
し
た
。

ヒント

手紙は「はじめの あいさつ → つたえたい こと → むすび

の あいさつ → 日づけ → 自分の 名前 → 相手の 名前」の

じゅんに 書くよ。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「知らせる 文の 組み立て」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-86

手紙の 書き方
ふつう ★★☆ ・ 手紙の 組み立て ・ 2まいめ

作
文と作文

読む 人を
思いうかべよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

知
ら
せ
る 

文
を 

読
ん
で
、
□

に 

記
号
を 

書
こ
う
。

1ア

花
だ
ん
に 

ど
ん
な 

虫
が 

来
る

の
か
を 

知
り
た
い
と 

思
い
、
調
べ

る 

こ
と
に 

し
ま
し
た
。

イ

チ
ョ
ウ
が 

い
ち
ば
ん 

多
く 

来

て
、
そ
の 

次
に 

ハ
チ
が 

多
く 

来

ま
し
た
。

ウ

一
週
間
、
毎
日 

休
み
時
間
に

花
だ
ん
を 

見
て
、
来
た 

虫
を 

ノ

ー
ト
に 

書
き
ま
し
た
。

エ

花
の 

色
に 

よ
っ
て 

来
る 

虫
が

ち
が
う
の
か
、
も
っ
と 

調
べ
た
い

と 

思
い
ま
し
た
。

調
べ
た 

わ
け

調
べ
方

わ
か
っ
た 

こ
と

考
え
た 

こ
と

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「作文を 見直そう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-87

知らせる 文の 組み立て
むずかしい ★★★ ・ 知らせる 文の 組み立て ・ 1まいめ

作
文と作文

4つの まとまりを
見つけよう



なまえ ひづけ がつ にち

2ア

ご
み
を 

へ
ら
す 

た
め
に
、
買
い
物
の 

し
か
た
を 

家

族
で 

話
し
合
い
た
い
と 

思
い
ま
し
た
。

イ

家
で 

出
る 

ご
み
の 

中
で
、
何
が 

い
ち
ば
ん 

多
い

の
か 

知
り
た
い
と 

思
い
ま
し
た
。

ウ

三
日
間
、
家
族
に 

手
つ
だ
っ
て 

も
ら
い
、
ご
み
を

し
ゅ
る
い
ご
と
に 

数
え
ま
し
た
。

エ

い
ち
ば
ん 

多
か
っ
た
の
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の 

ご

み
で
し
た
。

調
べ
た 

わ
け

調
べ
方

わ
か
っ
た 

こ
と

考
え
た 

こ
と

ヒント

知らせる 文は「調べた わけ → 調べ方 → わかった こと

→ 考えた こと」の じゅんに 書くと、読む 人に つたわり

やすいよ。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは 「作文を 見直そう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-87

知らせる 文の 組み立て
むずかしい ★★★ ・ 知らせる 文の 組み立て ・ 2まいめ

作
文と作文

4つの まとまりを
見つけよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

そ
れ
ぞ
れ
の 

文
に 

ま
ち
が
い

が 1

つ
ず
つ 

あ
る
よ
。
正
し

く 

書
き
直
そ
う
。

1

ぼ
く
わ 

公
園
へ 

行
き
ま
し
た
。

2

友
だ
ち
と 
ボ
ー
ル
お 

け
り
ま
し

た
。

3

学
校
え 

行
く 

道
で 

ね
こ
を 
見
ま

し
た
。

4

夕
方
に 

な
る
と 

空
が 

明
か
る
く

光
り
ま
し
た
。

5

お
と
お
さ
ん
と 

魚
を 

つ
り
ま
し

た
。

6

と
う
く
の 

山
が 

見
え
ま
し
た
。

できたら
はなまる 文と作文 ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-88

作文を 見直そう
むずかしい ★★★ ・ 作文を 見直す

作
文と作文

声に 出して
読んでみよう



なまえ ひづけ がつ にち

日
曜
日
の 

朝
、
ゆ
う
た
は 

弟

の 

そ
う
た
と 

川
原
へ 

出
か
け

ま
し
た
。
空
は 

よ
く 

晴
れ
て

い
て
、
川
の 

水
が 

き
ら
き
ら

光
っ
て 

い
ま
し
た
。
二
人
は

平
た
い 

石
を 

さ
が
し
て
、
水

切
り
を 
し
て 

遊
び
ま
し
た
。

ゆ
う
た
が 
石
を 

投
げ
る
と
、

石
は 

水
の 

上
を 
三
回 

は
ね

ま
し
た
。「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
す

ご
い
。」
と
、
そ
う
た
が 
手
を

た
た
き
ま
し
た
。

1

読
ん
で
、
記
号
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

い
つ
の 

お
話
か
な
。

ア

土
曜
日
の 

夕

方

イ

日
曜
日
の 

朝
ウ

夏
休
み
の 

夜

2

二
人
は 

ど
こ
へ 

出
か
け
た
か
な
。

ア

川
原

イ

海
ウ

公
園

3

出
て 

く
る
の
は 

だ
れ
と 

だ
れ
か
な
。

ア

そ
う
た
と 

友
だ
ち

イ

ゆ
う
た
と 

弟

の 

そ
う
た
ウ

ゆ
う
た
と 

お
父
さ
ん

4

二
人
は 

何
を 

し
て 

遊
ん
だ
か
な
。

ア

水
切
り

イ

石
あ
つ
め

ウ

魚
つ
り

5

ゆ
う
た
の 

石
は
、
水
の 

上
を 

何
回 

は

ね
た
か
な
。

ア

五
回

イ

二
回
ウ

三
回

6

手
を 
た
た
い
た
の
は 

だ
れ
か
な
。

ア

お
母
さ
ん

イ

そ
う
た

ウ

ゆ
う
た

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 2（したことを 読む）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-89

物語 1（場面を 読む）
やさしい ★☆☆ ・ 文章を 読みとる

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう



なまえ ひづけ がつ にち

み
さ
き
の 

ク
ラ
ス
で
は
、
教

室
で 

メ
ダ
カ
を 

か
っ
て 

い
ま

す
。
月
曜
日
の 

朝
、
み
さ
き

が 

水
そ
う
を 

の
ぞ
く
と
、
水

が 
少
し 

に
ご
っ
て 

い
ま
し

た
。
み
さ
き
は 

先
生
に 

知
ら

せ
て
、
い
っ
し
ょ
に 

水
を 

半

分 

入
れ
か
え
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
え
さ
を 
少
し
だ
け 

あ

げ
ま
し
た
。
メ
ダ
カ
た
ち
は
、

元
気
よ
く 

え
さ
を 

食
べ
に 

来

ま
し
た
。
み
さ
き
は 

生
き
も

の 

ノ
ー
ト
に
「
水
を 

半
分 
入

れ
か
え
た
。」
と 

書
き
ま
し

た
。

1

読
ん
で
、
記
号
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

ク
ラ
ス
で 

か
っ
て 

い
る 

生
き
も
の
は

何
か
な
。

ア

メ
ダ
カ

イ

カ
メ
ウ

金
魚

2

月
曜
日
の 

朝
、
水
そ
う
の 

水
は 

ど
う

な
っ
て 

い
た
か
な
。

ア

へ
っ
て 

い
た

イ

少
し 

に
ご
っ
て 

い
た
ウ

と
て
も 

き

れ
い
だ
っ
た

3

み
さ
き
は
、
だ
れ
に 

知
ら
せ
た
か
な
。

ア

お
母
さ
ん

イ

友
だ
ち
ウ

先
生

4

水
を 

ど
れ
だ
け 

入
れ
か
え
た
か
な
。

ア

少
し
だ
け
イ

全
部
ウ

半
分

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 3（気持ちを 読む）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-90

物語 2（したことを 読む）
やさしい ★☆☆ ・ 文章を 読みとる ・ 1まいめ

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう



なまえ ひづけ がつ にち

5

水
を 

入
れ
か
え
た 

後
に
、
何
を

し
た
か
な
。
ア

え
さ
を 

少
し 

あ

げ
た
イ

水
そ
う
を 

外
に 

出
し
た

ウ

メ
ダ
カ
を 

数
え
た

6

ノ
ー
ト
に 

何
と 

書
い
た
か
な
。

ア

え
さ
を 

わ
す
れ
た
。

イ

水
を

半
分 

入
れ
か
え
た
。
ウ

メ
ダ
カ
が

ふ
え
た
。

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 3（気持ちを 読む）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-90

物語 2（したことを 読む）
やさしい ★☆☆ ・ 文章を 読みとる ・ 2まいめ

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう



なまえ ひづけ がつ にち

運
動
会
の 

リ
レ
ー
で
、
は
る
と

は 

ア
ン
カ
ー
で
し
た
。
バ
ト
ン

を 

受
け
取
っ
た 

と
き
、
前
の 

チ

ー
ム
と
は 

大
き
く 

は
な
れ
て 

い

ま
し
た
。
は
る
と
は 

む
ね
が 

ど

き
ど
き
し
ま
し
た
が
、
歯
を 

食

い
し
ば
っ
て 

走
り
ま
し
た
。
ゴ

ー
ル
の 
前
で 
一
人
を 

ぬ
い
て
、

二
着
に 

な
り
ま
し
た
。「
は
る

と
、
よ
く 

が
ん
ば
っ
た
ね
。」

と
、
友
だ
ち
が 

声
を 
か
け
て 

く

れ
ま
し
た
。
は
る
と
は
、
く
や
し

い 

気
持
ち
と 

う
れ
し
い 

気
持
ち

が 

ま
ざ
っ
て
、
な
み
だ
が 

出
そ

う
に 

な
り
ま
し
た
。

1

読
ん
で
、
記
号
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

は
る
と
は 

リ
レ
ー
で 

何
番
目
に 

走

っ
た
か
な
。
ア

一
番
目

イ

さ
い
ご

（
ア
ン
カ
ー
）
ウ

二
番
目

2

バ
ト
ン
を 

受
け
取
っ
た 

と
き
、
は

る
と
の 

む
ね
は 

ど
う 

な
っ
た
か
な
。

ア

わ
く
わ
く
し
た
イ

ど
き
ど
き
し

た
ウ

す
っ
き
り
し
た

3

「
歯
を 

食
い
し
ば
っ
て
」
か
ら 

わ

か
る 

よ
う
す
は 

ど
れ
か
な
。

ア

つ
か
れ
て 

休
む 

よ
う
す
イ

力
を

こ
め
て 

が
ん
ば
る 

よ
う
す
ウ

楽
し

く
て 

わ
ら
う 

よ
う
す

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 4（場面と 時）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-91

物語 3（気持ちを 読む）
ふつう ★★☆ ・ 文章を 読みとる ・ 1まいめ

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう



なまえ ひづけ がつ にち

4

は
る
と
が 

一
人
を 

ぬ
い
た
の
は

ど
こ
か
な
。
ア

ゴ
ー
ル
の 

前

イ

コ
ー
ス
の 

ま
ん
中
ウ

ス
タ
ー

ト
の 

す
ぐ 

後

5

は
る
と
は 

何
着
に 

な
っ
た
か

な
。
ア

一
着

イ

三
着
ウ

二
着

6

さ
い
ご
の 

は
る
と
の 

気
持
ち
に

合
う 

も
の
は 

ど
れ
か
な
。

ア

く
や
し
い
け
れ
ど
、
う
れ
し
く

も 

あ
る
イ

つ
ま
ら
な
い 

気
持
ち

ウ

う
れ
し
い 

気
持
ち
だ
け

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 4（場面と 時）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-91

物語 3（気持ちを 読む）
ふつう ★★☆ ・ 文章を 読みとる ・ 2まいめ

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう



なまえ ひづけ がつ にち

①
朝
、
あ
お
い
は 

学
校
へ 

行
く

道
で
、
羽
を 

け
が
し
た 

小
鳥
を

見
つ
け
ま
し
た
。
あ
お
い
は 

小

鳥
を 

そ
っ
と 

ハ
ン
カ
チ
に 

つ

つ
ん
で
、
学
校
へ 

運
び
ま
し

た
。

②
休
み
時
間
、
あ
お
い
は 

先
生

と 

い
っ
し
ょ
に 
小
鳥
を 

箱
に

入
れ
、
水
を 

あ
げ
ま
し
た
。
小

鳥
は 

少
し
ず
つ 

元
気
に 
な
り

ま
し
た
。

③
夕
方
、
羽
が 

な
お
っ
た 

小
鳥

を
、
あ
お
い
は 

公
園
の 

木
の

下
で 

放
し
ま
し
た
。
小
鳥
は 

空

へ 

と
ん
で 

い
き
ま
し
た
。

1

読
ん
で
、
記
号
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

小
鳥
を 

見
つ
け
た 

場
面
は 

い
つ
か

な
。

ア

朝

イ

休
み
時
間
ウ

夕
方

2

小
鳥
を 

見
つ
け
た 

場
所
は 

ど
こ
か

な
。

ア

学
校
へ 

行
く 

道
イ

公
園

ウ

家
の 

庭

3

休
み
時
間
の 

場
面
で 

し
た
こ
と
は

ど
れ
か
な
。

ア

小
鳥
を 

放
し
た

イ

小
鳥
を 

箱
に 

入
れ
て 

水
を 

あ
げ

た
ウ

小
鳥
を 

見
つ
け
た

4

小
鳥
を 

放
し
た
の
は 

い
つ
か
な
。

ア

夕
方

イ

休
み
時
間
ウ

朝

5

小
鳥
を 

放
し
た 

場
所
は 

ど
こ
か

な
。

ア

学
校
の 

門
イ

教
室

ウ

公
園
の 
木
の 

下

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 5（気持ちの かわり方）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-92

物語 4（場面と 時）
ふつう ★★☆ ・ 文章を 読みとる ・ 1まいめ

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう



なまえ ひづけ がつ にち

6

こ
の 

お
話
の 

場
面
は
、
い
く
つ
に 

分
か
れ
て 

い
る
か
な
。
ア

四
つ

イ

二
つ

ウ

三
つ

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 5（気持ちの かわり方）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-92

物語 4（場面と 時）
ふつう ★★☆ ・ 文章を 読みとる ・ 2まいめ

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう



なまえ ひづけ がつ にち

ひ
な
は
、
転
校
し
て 

き
た 

ば

か
り
で
、
ま
だ 

友
だ
ち
が 

い

ま
せ
ん
で
し
た
。
休
み
時
間
も

一
人
で 

本
を 

読
ん
で 

い
ま
し

た
。
あ
る
日
、
と
な
り
の 

せ

き
の 
り
ん
さ
ん
が
、「
そ
の

本
、
わ
た
し
も 

す
き
だ
よ
。」

と 

話
し
か
け
て 

く
れ
ま
し

た
。
二
人
は 
本
の 
話
で 

も
り

上
が
り
ま
し
た
。
次
の 

日
か

ら
、
ひ
な
は 

学
校
へ 
行
く
の

が 

楽
し
み
に 

な
り
ま
し
た
。

1

読
ん
で
、
記
号
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

は
じ
め
、
ひ
な
は 

休
み
時
間
に 

何
を

し
て 

い
た
か
な
。

ア

友
だ
ち
と 

遊
ん
で

い
た

イ

一
人
で 

本
を 

読
ん
で 

い
た

ウ

先
生
と 

話
し
て 

い
た

2

は
じ
め
の 

ひ
な
の 

気
持
ち
に 

近
い
の

は 

ど
れ
か
な
。

ア

さ
び
し
い

イ

お
こ

っ
て 

い
る
ウ

う
れ
し
い

3

話
し
か
け
て 

く
れ
た
の
は 

だ
れ
か
な
。

ア

ひ
な
の 

兄

イ

先
生

ウ

と
な
り
の

せ
き
の 

り
ん
さ
ん

4

二
人
は 

何
の 

話
で 

も
り
上
が
っ
た
か

な
。

ア

き
ゅ
う
食

イ

ゲ
ー
ム
ウ

本

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 6（人物の ようす）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-93

物語 5（気持ちの かわり方）
むずかしい ★★★ ・ 文章を 読みとる ・ 1まいめよ

どっかい

文章に もどって
たしかめよう



なまえ ひづけ がつ にち

5

ひ
な
の 

気
持
ち
が 

か
わ
っ
た 

き

っ
か
け
は 

ど
れ
か
な
。
ア

り
ん
さ

ん
に 

話
し
か
け
ら
れ
た 

こ
と

イ

本
を 

読
み
終
わ
っ
た 

こ
と

ウ

せ
き
が 

か
わ
っ
た 

こ
と

6

お
わ
り
の 

ひ
な
の 

気
持
ち
に 

合

う 

も
の
は 

ど
れ
か
な
。

ア

学
校

へ 

行
く
の
が 

楽
し
み

イ

早
く 

家

に 

帰
り
た
い
ウ

学
校
へ 

行
き
た

く
な
い

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 6（人物の ようす）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-93

物語 5（気持ちの かわり方）
むずかしい ★★★ ・ 文章を 読みとる ・ 2まいめよ

どっかい

文章に もどって
たしかめよう



なまえ ひづけ がつ にち

た
け
る
の 

ク
ラ
ス
で
、
花
だ
ん

の 

水
や
り
当
番
を 

決
め
る 

こ

と
に 

な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が

だ
ま
っ
て 

い
る
と
、
た
け
る
が

手
を 

上
げ
て
、「
ぼ
く
が 

や
る

よ
。」
と 

言
い
ま
し
た
。
た
け

る
は 
雨
の 

日
の 

ほ
か
は 

毎
朝

早
く 

来
て
、
花
に 

水
を 

や
り

ま
し
た
。
あ
る
日
、
花
の 

く
き

が 

お
れ
て 

い
る
の
を 
見
つ
け

る
と
、
ぼ
う
を 

立
て
て
、
ひ
も

で 

そ
っ
と 

む
す
び
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
そ
の 

花
も

き
れ
い
に 

さ
き
ま
し
た
。

1

読
ん
で
、
記
号
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

「
み
ん
な
が 

だ
ま
っ
て 

い
る
と
」
か

ら 

わ
か
る 

こ
と
は 

ど
れ
か
な
。

ア

み
ん
な 

お
こ
っ
て 

い
た
イ

み
ん
な

ね
む
か
っ
た
ウ

だ
れ
も 

す
す
ん
で 

や

ろ
う
と 

し
な
か
っ
た

2

「
ぼ
く
が 

や
る
よ
。」
と 

言
っ
た
の
は

だ
れ
か
な
。
ア

た
け
る

イ

ク
ラ
ス
の

み
ん
な
ウ

先
生

3

た
け
る
は
、
雨
の 

日
の 

ほ
か
の 

朝
、

何
を 

し
た
か
な
。
ア

花
だ
ん
を 

ほ
っ

た
イ

花
に 

水
を 

や
っ
た
ウ

花
を 

つ

ん
だ

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「せつめい文 1（問いと 答え）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-94

物語 6（人物の ようす）
むずかしい ★★★ ・ 文章を 読みとる ・ 1まいめ

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう



なまえ ひづけ がつ にち

4

く
き
が 

お
れ
た 

花
に
、
た
け
る

は 

何
を 

し
た
か
な
。
ア

ぼ
う
を

立
て
て 

ひ
も
で 

む
す
ん
だ

イ

そ
の
ま
ま
に 

し
た
ウ

ぬ
い
て

す
て
た

5

お
れ
た 

花
は
、
そ
の 

あ
と 

ど
う

な
っ
た
か
な
。

ア

だ
れ
か
が 

ぬ
い

た
イ

か
れ
て 

し
ま
っ
た
ウ

き
れ

い
に 

さ
い
た

6

た
け
る
は 

ど
ん
な 

人
か
な
。

ア

め
ん
ど
う
な 

こ
と
は 

人
に 

ま

か
せ
る 

人

イ

す
ぐ
に 

あ
き
ら
め

る 

人

ウ

引
き
受
け
た 

こ
と
を 

さ

い
ご
ま
で 

大
切
に 

や
る 

人

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「せつめい文 1（問いと 答え）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-94

物語 6（人物の ようす）
むずかしい ★★★ ・ 文章を 読みとる ・ 2まいめ

よ
どっかい

文章に もどって
たしかめよう



なまえ ひづけ がつ にち

①
ツ
バ
メ
は
、
春
に 

な
る
と

日
本
に 

や
っ
て 

き
ま
す
。
で

は
、
ツ
バ
メ
は 

冬
の 

間
、
ど

こ
に 

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

②
ツ
バ
メ
は
、
秋
に 

な
る

と
、
南
の 

あ
た
た
か
い 

国
へ

わ
た
っ
て 
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
冬
を 
そ
こ
で 

す
ご
し
ま

す
。

③
な
ぜ
、
南
へ 

わ
た
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
ツ
バ
メ

の 

食
べ
物
で 

あ
る 

虫
が
、
冬

の 

日
本
で
は 

少
な
く 

な
る
か

ら
で
す
。

1

読
ん
で
、
記
号
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

①
の 

だ
ん
ら
く
の 

問
い
の 

文
は 

ど
れ

か
な
。

ア

ツ
バ
メ
は
、
冬
の 

間
、
ど
こ

に 

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

イ

南
の 

あ
た

た
か
い 

国
へ 

わ
た
っ
て 

い
き
ま
す
。

ウ

ツ
バ
メ
は
、
春
に 

な
る
と 

日
本
に

や
っ
て 

き
ま
す
。

2

そ
の 

問
い
の 

答
え
は 

ど
れ
か
な
。

ア

日
本
の 

山
で 

ね
む
る
イ

南
の 

あ
た

た
か
い 

国
で 

す
ご
す

ウ

海
の 

上
を 

と

び
つ
づ
け
る

3

ツ
バ
メ
が 

日
本
に 

や
っ
て 

く
る
の
は

い
つ
か
な
。

ア

冬

イ

夏

ウ

春

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「せつめい文 2（じゅんじょ）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-95

せつめい文 1（問いと 答え）
やさしい ★☆☆ ・ 文章を 読みとる ・ 1まいめよ

どっかい

だんらくの
番号を 見よう



なまえ ひづけ がつ にち

4

③
の 

だ
ん
ら
く
の 

問
い
の 

文
は

ど
れ
か
な
。
ア

な
ぜ
、
南
へ 

わ
た

る
の
で
し
ょ
う
か
。
イ

冬
を 

そ
こ

で 

す
ご
し
ま
す
。
ウ

虫
が
、
冬
の

日
本
で
は 

少
な
く 

な
る
か
ら
で

す
。

5

ツ
バ
メ
が 

南
へ 

わ
た
る 

わ
け
は

ど
れ
か
な
。

ア

寒
い
と 

羽
が 

動

か
な
い
か
ら

イ

南
の 

国
の 

ほ
う

が 

広
い
か
ら

ウ

食
べ
物
の 

虫

が
、
冬
の 

日
本
で
は 

少
な
く 

な
る

か
ら

6

問
い
の 

文
の 

お
わ
り
に 

よ
く

あ
る 

言
葉
は 

ど
れ
か
な
。

ア

〜
で
し
ょ
う
か

イ

〜
で
し
た

ウ

〜
し
ま
し
ょ
う

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「せつめい文 2（じゅんじょ）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-95

せつめい文 1（問いと 答え）
やさしい ★☆☆ ・ 文章を 読みとる ・ 2まいめよ

どっかい

だんらくの
番号を 見よう
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①
カ
ブ
ト
ム
シ
は
、
ど
の
よ
う
に

育
つ
の
で
し
ょ
う
か
。

②
夏
、
メ
ス
は 

土
の 

中
に 

た
ま

ご
を 

う
み
ま
す
。
ま
ず
、
た
ま
ご

か
ら 
よ
う
虫
が 

生
ま
れ
ま
す
。

よ
う
虫
は 

土
の 

中
で
、
く
さ
っ

た 

葉
な
ど
を 

食
べ
て 

大
き
く 

な

り
ま
す
。

③
次
に
、
よ
う
虫
は 
土
の 

中
で

冬
を 

こ
し
、
春
の 

お
わ
り
か
ら

夏
の 

は
じ
め
に
、
さ
な
ぎ
に 
な

り
ま
す
。

④
さ
い
ご
に
、
さ
な
ぎ
か
ら 

せ
い

虫
が 

出
て 

き
て
、
夏
に 

土
の 

上

に 

出
て 

き
ま
す
。

1

読
ん
で
、
記
号
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

メ
ス
が 

た
ま
ご
を 

う
む
の
は 

い
つ

か
な
。

ア

冬
イ

秋
ウ

夏

2

よ
う
虫
は 

何
を 

食
べ
て 

大
き
く

な
る
か
な
。

ア

く
さ
っ
た 

葉
な
ど

イ

小
さ
な 

虫

ウ

花
の 

み
つ

3

よ
う
虫
は 

ど
こ
で 

冬
を 

こ
す
か

な
。

ア

水
の 

中

イ

木
の 

え
だ
の

上

ウ

土
の 

中

4

さ
な
ぎ
に 

な
る
の
は 

い
つ
ご
ろ
か

な
。

ア

冬
の 

間
イ

春
の 

お
わ
り

か
ら 

夏
の 

は
じ
め

ウ

秋
の 

は
じ
め

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「せつめい文 3（くらべる）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-96

せつめい文 2（じゅんじょ）
ふつう ★★☆ ・ 文章を 読みとる ・ 1まいめ

よ
どっかい

だんらくの
番号を 見よう
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5

育
つ 

じ
ゅ
ん
に 

な
ら
ん
で 

い
る

の
は 

ど
れ
か
な
。
ア

よ
う
虫 →

た
ま
ご →

 

さ
な
ぎ →

 

せ
い
虫

イ

た
ま
ご →

 

よ
う
虫 →

 

さ
な
ぎ

→
 

せ
い
虫
ウ

た
ま
ご →

 

さ
な
ぎ

→
 

よ
う
虫 →

 

せ
い
虫

6

「
ま
ず
」
の 

次
に 

出
て 

く
る

じ
ゅ
ん
じ
ょ
の 

言
葉
は 

ど
れ
か

な
。

ア

そ
し
て
イ

次
に

ウ

さ
い
ご
に

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「せつめい文 3（くらべる）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-96

せつめい文 2（じゅんじょ）
ふつう ★★☆ ・ 文章を 読みとる ・ 2まいめ

よ
どっかい

だんらくの
番号を 見よう
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①
植
物
の 

た
ね
は
、
い
ろ
い
ろ
な 

し
か

た
で 

遠
く
へ 

運
ば
れ
ま
す
。

②
タ
ン
ポ
ポ
の 

た
ね
に
は 

わ
た
毛
が 

つ

い
て 

い
て
、
風
に 

の
っ
て 

と
ん
で 

い
き

ま
す
。

③
オ
ナ
モ
ミ
の 

実
に
は
、
先
の 

ま
が
っ

た 

小
さ
な 
と
げ
が 

た
く
さ
ん 

あ
り
ま

す
。
こ
の 

と
げ
で 
動
物
の 

毛
や 

人
の

服
に 

く
っ
つ
い
て
、
遠
く
へ 

運
ば
れ
ま

す
。

④
カ
エ
デ
の 

た
ね
に
は
、
羽
の
よ
う
な

形
の 

も
の
が 

つ
い
て 

い
て
、
く
る
く
る

回
り
な
が
ら 

風
に 

運
ば
れ
ま
す
。

⑤
こ
の
よ
う
に
、
植
物
は 

た
ね
を 

遠
く

へ 

運
ぶ 

く
ふ
う
を 

し
て 

い
ま
す
。

1

読
ん
で
、
記
号
に 

○
を

つ
け
よ
う
。

1

タ
ン
ポ
ポ
の 

た
ね
は
、
ど

の
よ
う
に 

運
ば
れ
る
か
な
。

ア

動
物
の 

毛
に 

く
っ
つ
く

イ

水
に 

う
か
ん
で 

流
れ
る

ウ

わ
た
毛
で 

風
に 

の
っ
て

と
ぶ

2

オ
ナ
モ
ミ
の 

実
に 

あ
る 

も

の
は 

ど
れ
か
な
。
ア

小
さ
な

と
げ
イ

わ
た
毛

ウ

羽
の
よ

う
な 

形
の 

も
の

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「せつめい文 4（だんらく）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-97

せつめい文 3（くらべる）
ふつう ★★☆ ・ 文章を 読みとる ・ 1まいめ

よ
どっかい

だんらくの
番号を 見よう



なまえ ひづけ がつ にち

3

オ
ナ
モ
ミ
の 

実
は
、
何
に 

く
っ

つ
い
て 

運
ば
れ
る
か
な
。
ア

動
物

の 

毛
や 

人
の 

服
イ

ほ
か
の 

植
物

の 

葉
ウ

地
面
の 

石

4

回
り
な
が
ら 

運
ば
れ
る
の
は 

ど

れ
の 
た
ね
か
な
。
ア

カ
エ
デ

イ

タ
ン
ポ
ポ
ウ

オ
ナ
モ
ミ

5

風
の 

力
を 

つ
か
っ
て 

運
ば
れ
る

二
つ
は 

ど
れ
か
な
。

ア

オ
ナ
モ
ミ

と 

カ
エ
デ

イ

タ
ン
ポ
ポ
と 

カ
エ

デ
ウ

タ
ン
ポ
ポ
と 

オ
ナ
モ
ミ

6

こ
の 

文
章
で 

い
ち
ば
ん 

つ
た
え

た
い 

こ
と
は 

ど
れ
か
な
。

ア

植
物
は
、
た
ね
を 

遠
く
へ 

運

ぶ 

く
ふ
う
を 

し
て 

い
る
イ

動
物

は 

植
物
の 

た
ね
を 

食
べ
る

ウ

た
ね
は 

風
で
し
か 

運
ば
れ
な

い

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「せつめい文 4（だんらく）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-97

せつめい文 3（くらべる）
ふつう ★★☆ ・ 文章を 読みとる ・ 2まいめ

よ
どっかい

だんらくの
番号を 見よう



なまえ ひづけ がつ にち

①
駅
や 

道
路
で
、
黄
色
い 

で
こ
ぼ
こ
の

あ
る 

ブ
ロ
ッ
ク
を 

見
た 

こ
と
が 

あ
り
ま

す
か
。
こ
れ
は
、
目
の 

見
え
な
い 

人
や

見
え
に
く
い 

人
の 

た
め
の
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
で
す
。

②
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
、
二
つ
の 

し
ゅ
る

い
が 

あ
り
ま
す
。

③
一
つ
は
、
細
長
い 

線
が 

な
ら
ん
だ 

ブ

ロ
ッ
ク
で
す
。
こ
れ
は
、
進
む 

方
こ
う
を

表
し
て 

い
ま
す
。

④
も
う
一
つ
は
、
丸
い 

点
が 
な
ら
ん
だ

ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。
こ
れ
は
、
注
意
す
る 

と

こ
ろ
や 

止
ま
る 

と
こ
ろ
を 

表
し
て 
い
ま

す
。

⑤
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の 

上
に
は
、
自
転
車
や

荷
物
を 

お
か
な
い
よ
う
に 

し
ま
し
ょ
う
。

1

読
ん
で
、
記
号
に 

○
を

つ
け
よ
う
。

1

①
の 

だ
ん
ら
く
で 

し
ょ
う

か
い
し
て 

い
る 

も
の
は 

何

か
な
。

ア

道
路
の 

し
ん
ご

う
イ

点
字
ブ
ロ
ッ
ク

ウ

駅
の 

き
っ
ぷ

2

②
の 

だ
ん
ら
く
の 

役
わ
り

は 

ど
れ
か
な
。
ア

こ
れ
か

ら 

二
つ
の 

し
ゅ
る
い
を 

せ

つ
め
い
す
る 

こ
と
を 

知
ら
せ

る
イ

問
い
に 

答
え
る

ウ

文
章
全
体
を 

ま
と
め
る

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「せつめい文 5（中心の 文）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-98

せつめい文 4（だんらく）
ふつう ★★☆ ・ 文章を 読みとる ・ 1まいめ

よ
どっかい

だんらくの
番号を 見よう
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3

線
が 

な
ら
ん
だ 

ブ
ロ
ッ
ク
が 

表

し
て 

い
る 

こ
と
は 

何
か
な
。

ア

止
ま
る 

と
こ
ろ
イ

進
む 

方
こ

う
ウ

駅
の 

名
前

4

点
が 

な
ら
ん
だ 

ブ
ロ
ッ
ク
が 

表

し
て 
い
る 

こ
と
は 

何
か
な
。

ア

注
意
す
る 

と
こ
ろ
や 

止
ま
る

と
こ
ろ

イ

出
口
の 

場
所
ウ

進
む

方
こ
う

5

⑤
の 

だ
ん
ら
く
で 

書
い
た 

人
が

よ
び
か
け
て 

い
る 

こ
と
は 

何
か

な
。

ア

ブ
ロ
ッ
ク
の 

上
に 

も
の

を 

お
か
な
い

イ

ブ
ロ
ッ
ク
の 

上

を 

走
る
ウ

ブ
ロ
ッ
ク
を 

黄
色
く

ぬ
る

6

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
だ
れ
の 

た

め
の 

も
の
か
な
。

ア

目
の 

見
え

な
い 

人
や 

見
え
に
く
い 

人

イ

自
転
車
に 

乗
る 

人

ウ

小
さ

な 

子
ど
も
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なまえ ひづけ がつ にち

①
こ
ん
虫
の 

体
は
、
三
つ
の 

部
分
に

分
か
れ
て 

い
ま
す
。
頭
・
む
ね
・
は

ら
で
す
。

②
頭
に
は
、
ま
わ
り
の 

よ
う
す
を 

知

る 
た
め
の 

も
の
が 

あ
り
ま
す
。
目

や 
し
ょ
っ
か
く
が 

そ
う
で
す
。

③
こ
ん
虫
の 
あ
し
は 

六
本
で
、
す
べ

て 

む
ね
に 

つ
い
て 
い
ま
す
。
は
ね

の 

あ
る 

こ
ん
虫
で
は
、
は
ね
も 

む

ね
に 

つ
い
て 

い
ま
す
。

④
ク
モ
は 

こ
ん
虫
に 

に
て 
い
ま
す

が
、
こ
ん
虫
で
は 

あ
り
ま
せ
ん
。
ク

モ
の 

あ
し
は 

八
本
で
、
体
は 

二
つ

の 

部
分
に 

分
か
れ
て 

い
る
か
ら
で

す
。

1

読
ん
で
、
記
号
に 

○
を 

つ
け

よ
う
。

1

①
の 

だ
ん
ら
く
の 

中
心
の 

文
は

ど
れ
か
な
。
ア

頭
・
む
ね
・
は
ら

で
す
。
イ

こ
ん
虫
の 

体
は
、
三

つ
の 

部
分
に 

分
か
れ
て 

い
ま
す
。

ウ

目
や 

し
ょ
っ
か
く
が 

そ
う
で

す
。

2

こ
ん
虫
の 

体
の 

三
つ
の 

部
分
は

ど
れ
か
な
。
ア

頭
・
む
ね
・
は
ら

イ

頭
・
せ
な
か
・
あ
し
ウ

目
・

む
ね
・
は
ね

3

こ
ん
虫
の 

あ
し
は 

何
本
か
な
。

ア

六
本

イ

四
本
ウ

八
本
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なまえ ひづけ がつ にち

4

こ
ん
虫
の 

あ
し
が 

つ
い
て 

い
る

の
は 

ど
こ
か
な
。
ア

む
ね

イ

は
ら

ウ

頭

5

ク
モ
が 

こ
ん
虫
で
は 

な
い 

わ
け

は 
ど
れ
か
な
。
ア

あ
し
が 

八
本

で
、
体
が 

二
つ
の 

部
分
に 

分
か
れ

て 

い
る
か
ら

イ

は
ね
が 

あ
る
か

ら
ウ

体
が 
小
さ
い
か
ら

6

③
の 

だ
ん
ら
く
の 

中
心
の 

文
は

ど
れ
か
な
。

ア

こ
ん
虫
の 

あ
し
は

六
本
で
、
す
べ
て 

む
ね
に 

つ
い
て

い
ま
す
。
イ

は
ね
の 

あ
る 

こ
ん

虫
で
は
、
は
ね
も 

む
ね
に 

つ
い
て

い
ま
す
。
ウ

ク
モ
は 

こ
ん
虫
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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なまえ ひづけ がつ にち

①
ダ
ン
ゴ
ム
シ
は
、
石
の 

下
や 

落
ち
葉

の 

下
な
ど
、
し
め
っ
た 

暗
い 

所
に 

す

ん
で 

い
ま
す
。

②
ダ
ン
ゴ
ム
シ
は
、
さ
わ
ら
れ
る
と 

体

を 
丸
め
て
、
ボ
ー
ル
の
よ
う
な 

形
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、
や
わ
ら
か
い

お
な
か
を 
守
る
の
で
す
。

③
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の 
お
も
な 

食
べ
物
は
、

落
ち
葉
で
す
。
落
ち
葉
を 

食
べ
て 

出
し

た 

ふ
ん
は
、
土
を 

ゆ
た
か
に 

し
ま

す
。

④
こ
の
よ
う
に
、
ダ
ン
ゴ
ム
シ
は 
身
近

な 

所
で 

く
ら
し
、
体
を 

守
る 

く
ふ
う

を 

も
ち
、
土
を 

ゆ
た
か
に 

す
る 

は
た

ら
き
も 

し
て 

い
る 

生
き
も
の
な
の
で

す
。

1

読
ん
で
、
記
号
に 

○
を 

つ

け
よ
う
。

1

ダ
ン
ゴ
ム
シ
が 

す
ん
で 

い
る

の
は 

ど
ん
な 

所
か
な
。

ア

し
め
っ
た 

暗
い 

所

イ

か
わ
い
た 

明
る
い 

所

ウ

水
の 

中

2

さ
わ
ら
れ
た 

と
き
、
ダ
ン
ゴ

ム
シ
は 

ど
う 

す
る
か
な
。

ア

に
お
い
を 

出
す

イ

体
を

丸
め
る
ウ

高
く 

と
び
は
ね
る

3

体
を 

丸
め
る
の
は
、
何
の 

た

め
か
な
。

ア

遠
く
へ 

転
が
っ

て 

い
く 

た
め
イ

や
わ
ら
か
い

お
な
か
を 

守
る 

た
め
ウ

え
さ

を 
つ
か
ま
え
る 

た
め
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なまえ ひづけ がつ にち

4

ダ
ン
ゴ
ム
シ
の 

お
も
な 

食
べ
物

は 

何
か
な
。

ア

小
さ
な 

魚

イ

落
ち
葉
ウ

花
の 

み
つ

5

文
章
全
体
の 

ま
と
め
が 

書
い
て

あ
る 

だ
ん
ら
く
は 

ど
れ
か
な
。

ア

②

イ

④
ウ

①

6

こ
の 

文
章
で 

い
ち
ば
ん 

つ
た
え

た
い 

こ
と
は 

ど
れ
か
な
。

ア

ダ
ン
ゴ
ム
シ
は
、
体
を 

守
る

く
ふ
う
や 

土
を 

ゆ
た
か
に 

す
る

は
た
ら
き
を 

も
つ 

生
き
も
の

イ

ダ
ン
ゴ
ム
シ
は 

こ
わ
い 

生
き

も
の

ウ

落
ち
葉
は 

す
ぐ
に 

な
く

な
る
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